
タ
ル
課
税
」
は
、
二
つ
の
柱

で
検
討
す
る
従
来
の
方
向
性

を
確
認
し
た
。

　

決
済
シ
ス
テ
ム
の
能
力
を

巡
る
技
術
面
の
疑
問
が
示
さ

れ
た
ほ
か
、
議
長
国
フ
ラ
ン

ス
の
ル
メ
ー
ル
経
済
・
財
務

相
は
、通
貨
発
行
と
い
う「
国

家
主
権
を
脅
か
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
記
者
団
に
表
明
。

交
流
サ
イ
ト
や
関
連
サ
ー
ビ

ス
で
約
２
７
億
人
の
利
用
者

を
持
つ
Ｆ
Ｂ
の
金
融
進
出
へ

の
懐
疑
論
が
噴
出
し
た
。

　

２
０
２
０
年
前
半
の
開
始

が
構
想
さ
れ
た
リ
ブ
ラ
は
従

来
の
多
く
の
仮
想
通
貨
と
は

違
い
、
預
金
や
国
債
と
い
っ

作
業
部
会
、
１
０
月
最
終
報
告

Ｇ
７
「
重
大
な
懸
念
」
共
有

リ
ブ
ラ
規
制
、
早
急
に
策
定

韓
国
、
仲
裁
委
開
催
拒
否
へ

解
決
不
発
、
関
係
改
善
遠
く

「
リ
ブ
ラ
」
の
巨
大
な
影
響

力
へ
の
「
重
大
な
懸
念
」
を

共
有
。
規
制
を
含
む
対
策
を

早
急
に
策
定
す
る
こ
と
で
一

致
し
た
。
Ｇ
７
中
銀
の
作
業

部
会
が
１
０
月
に
最
終
報
告

を
示
す
。
Ｆ
Ｂ
な
ど
Ｉ
Ｔ
大

手
の
税
逃
れ
を
防
ぐ
「
デ
ジ

　
【
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
共
同
＝

新
井
勇
輝
、
永
田
潤
】
パ
リ

近
郊
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
で
開
幕

し
た
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）

財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会

議
は
１
７
日
夕
（
日
本
時
間

１
８
日
未
明
）、
初
日
の
討

議
を
終
え
た
。
米
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｂ
）
が
計
画
す

る
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）

自
民
、
２
２
選
挙
区
で
優
位

１
人
区
、
８
県
は
与
野
党
接
戦

参院選終盤情勢

１
９
６
５
年
の
日
韓
請
求
権

協
定
に
基
づ
く
問
題
解
決
は

不
発
に
終
わ
る
可
能
性
が
高

く
、
関
係
改
善
は
さ
ら
に
遠

の
き
そ
う
だ
。

　

日
本
政
府
は
今
後
、
国
際

司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
へ

の
提
訴
を
検
討
す
る
方
針

だ
が
、
韓
国
側
が
同
意
せ
ず

　

男
は
「
死
ね
」
と
叫
び
な

が
ら
放
火
し
た
と
の
目
撃
情

報
が
あ
り
、
府
警
は
現
場
か

ら
ハ
ン
マ
ー
と
包
丁
数
本
を

発
見
。
ガ
ソ
リ
ン
を
運
ん
だ

と
み
ら
れ
る
携
行
缶
も
見
つ

か
っ
た
。

　

出
火
時
、
ス
タ
ジ
オ
に
は

従
業
員
ら
約
７
０
人
が
い
た

と
み
ら
れ
る
。
確
保
さ
れ

た
男
を
含
め
負
傷
者
３
６
人

が
搬
送
さ
れ
、
う
ち
重
傷
は

１
０
人
。
死
者
は
音
声
収
録

室
が
あ
る
１
階
で
２
人
、
２

階
で
１
１
人
、
３
階
と
屋
上

へ
の
階
段
で
２
０
人
が
見

つ
か
っ
た
。
３
階
建
て
約

６
９
０
平
方
メ
ー
ト
ル
が
燃

え
、
出
火
か
ら
約
５
時
間
後

に
鎮
火
状
態
に
な
っ
た
。

イ
ラ
ン
、
日
本
に
不
参
加
促
す

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
米
有
志
連
合

審
理
に
は
進
め
な
い
公
算
が

大
き
い
。
日
本
は
半
導
体
材

料
の
輸
出
規
制
強
化
に
続

き
、
兵
器
拡
散
の
恐
れ
が
な

い
「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
指
定
か

ら
韓
国
を
８
月
に
外
す
予
定

で
、
韓
国
が
さ
ら
に
反
発
す

る
の
は
必
至
だ
。

　

西
村
康
稔
官
房
副
長
官
は

１
８
日
の
記
者
会
見
で
「
韓

国
政
府
は
仲
裁
に
応
じ
る

協
定
上
の
義
務
を
負
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
は
請
求
権
協
定
に
基

づ
き
、
１
月
に
２
国
間
協
議

を
求
め
た
が
韓
国
は
応
じ
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
５
月
に

第
２
段
階
と
し
て
日
韓
に
第

三
国
の
委
員
を
加
え
る
形
で

て
い
る
２
７
カ
国
か
ら
韓
国

を
外
す
方
針
を
発
表
し
、
意

見
公
募
を
始
め
て
い
た
。

　

締
め
切
り
は
２
４
日
で
、

意
見
の
数
は
さ
ら
に
増
え
る

見
通
し
。
日
本
政
府
は
集

ま
っ
た
意
見
の
内
容
を
検
討

し
、
閣
議
決
定
を
経
て
８
月

中
に
も
韓
国
を
優
遇
対
象
か

ら
外
す
予
定
だ
。

　

輸
出
管
理
を
担
う
経
産
省

の
貿
易
管
理
課
が
２
０
０
３

年
か
ら
こ
れ
ま
で
取
り
扱
っ

た
意
見
公
募
で
は
、
多
く
て

も
３
０
件
程
度
だ
っ
た
。
経

産
省
幹
部
に
よ
る
と
、
通
常

は
関
係
企
業
か
ら
の
意
見
が

ほ
と
ん
ど
だ
が
、
今
回
は
一

般
市
民
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。
政
府
方
針
に

反
対
す
る
意
見
は
ご
く
少
数

だ
と
し
て
い
る
。

　

優
遇
措
置
対
象
国
か
ら
の

除
外
と
は
別
に
、
政
府
は
今

月
４
日
、
半
導
体
製
造
に
必

要
な
フ
ッ
化
水
素
な
ど
３
品

目
の
韓
国
向
け
輸
出
の
規
制

を
強
化
。
反
発
す
る
韓
国
は

日
本
に
撤
回
を
求
め
、
世
界

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
へ
の

提
訴
も
検
討
し
て
い
る
。

だ
。
伝
統
的
な
友
好
国
の
イ

ラ
ン
か
ら
不
参
加
を
促
さ
れ

た
日
本
は
、
イ
ラ
ン
包
囲
網

の
構
築
を
目
指
す
米
国
と
板

挟
み
の
形
と
な
り
、
難
し
い

対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

米
政
府
は
１
７
日
、
有
志

連
合
の
構
想
に
関
し
、
１
９

日
に
各
国
外
交
団
と
の
非
公

開
会
合
を
開
く
と
発
表
。
日

本
政
府
は
現
時
点
で
の
自
衛

隊
の
派
遣
は
「
考
え
て
い
な

い
」（
岩
屋
毅
防
衛
相
）
と

し
て
お
り
、
引
き
続
き
緊
張

緩
和
に
向
け
た
外
交
努
力
を

続
け
た
い
と
の
立
場
だ
。

　

イ
ラ
ン
政
府
筋
に
よ
る

と
、
７
カ
国
は
日
本
、
英

国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

ト
ル
コ
、
韓
国
、
イ
ン
ド
。

イ
ラ
ン
は
「
有
志
連
合
に
参

加
し
な
い
で
ほ
し
い
」
な
ど

の
直
接
的
な
表
現
は
避
け
な

が
ら
、
有
志
連
合
構
想
は
海

峡
周
辺
の
安
定
に
寄
与
し
な

い
と
の
否
定
的
な
考
え
を
伝

達
。
各
国
政
府
に
「
正
確
な

判
断
」
を
求
め
る
形
で
、
不

参
加
を
促
し
た
と
い
う
。

　

原
油
輸
送
の
大
動
脈
ホ
ル

ム
ズ
海
峡
は
北
側
を
イ
ラ
ン

に
接
し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
は

海
峡
の
船
舶
の
安
全
航
行
に

責
任
を
負
っ
て
い
る
と
主
張

し
、
精
鋭
の
革
命
防
衛
隊
が

警
備
を
担
っ
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
政
府
筋
は
取
材
に

対
し
、
有
志
連
合
構
想
に
つ

い
て
「
イ
ラ
ン
領
海
の
安
定

に
と
っ
て
脅
威
に
な
る
。
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
の
安
全
確
保

で
、
外
国
勢
力
に
干
渉
は
さ

せ
な
い
」
と
警
戒
感
を
示
し

た
。
米
国
の
同
盟
国
に
対
し

て
は
「
米
国
に
同
調
し
な
い

よ
う
勧
め
る
」と
強
調
し
た
。

　

在
イ
ラ
ン
日
本
大
使
館
は

「
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
る
」

と
し
た
。

煙を上げるアニメ制作会社「京都アニメーション」のスタジオ
＝１８日午前１１時３６分、京都市伏見区（共同通信社ヘリから）

４
１
歳
男
、
ガ
ソ
リ
ン
ま
く

　
【
共
同
】
１
８
日
午
前
１
０
時
半
ご
ろ
、ア
ニ
メ
制
作
会
社
「
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」（
本
社
・
京
都
府
宇
治
市
）
の
京
都
市
伏
見
区
桃
山
町
因
幡
に
あ
る
ス
タ
ジ
オ

か
ら
出
火
、
３
階
建
て
の
建
物
が
燃
え
た
。
京
都
市
消
防
局
に
よ
る
と
、
３
３
人

の
死
亡
を
確
認
し
た
。
府
警
は
顔
や
胸
の
付
近
に
や
け
ど
を
負
い
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
男
の
身
柄
を
確
保
。
運
転
免
許
証
な
ど
か
ら
関
東
在
住
の
４
１
歳
で
「
ガ
ソ

リ
ン
の
よ
う
な
液
体
を
ま
き
、
火
を
付
け
た
」
と
い
う
趣
旨
の
話
を
し
て
お
り
、

放
火
殺
人
事
件
と
し
て
調
べ
て
い
る
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
放
火
事
件
の
犠
牲
者

数
と
し
て
は
平
成
以
降
、
最
悪
。

ア
ニ
メ
会
社
放
火
３
３
人
死
亡

記者団の取材に応じる麻
生財務相＝１７日、フラン
ス・シャンティイ（共同）

た
実
在
資
産
で
価
値
を
裏
付

け
る
。
だ
が
Ｇ
７
各
国
は
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
資
金

洗
浄
）
の
横
行
や
、
新
手
の

サ
ー
ビ
ス
で
中
央
銀
行
に
よ

る
金
融
政
策
の
効
果
を
薄
め

て
し
ま
う
恐
れ
を
指
摘
。
麻

生
太
郎
財
務
相
は
後
手
に
回

ら
な
い
「
タ
イ
ム
リ
ー
な
当

局
対
応
が
必
要
だ
」
と
主
張

し
、
想
定
外
の
課
題
も
検
証

す
る
よ
う
促
し
た
。

　

６
月
に
設
け
た
Ｇ
７
中
銀

の
作
業
部
会
の
暫
定
報
告
に

基
づ
き
議
論
し
た
。
部
会
は

１
０
月
に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
規
制
が
必
要
か
の
論
点
洗

い
出
し
を
続
け
る
。

（１）２０１９年 第５２８６号 ７月 １９日 （金曜日）

韓
国
輸
出
規
制
「
９
割
賛
成
」

意
見
公
募
に
異
例
の
数
千
件

１
８
日
午
前
、
携
行
缶
を

持
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
買
い
に

来
た
男
が
い
た
と
の
情
報
が

あ
り
、関
連
を
調
べ
て
い
る
。

男
が
逃
げ
込
ん
だ
住
宅
の
女

性
に
よ
る
と
「
多
目
的
ラ
イ

タ
ー
を
使
っ
た
」
と
警
察
官

に
説
明
し
た
と
い
う
。

　

現
場
は
京
阪
宇
治
線
六
地

蔵
駅
の
す
ぐ
北
の
住
宅
街
。

近
く
に
住
む
高
校
１
年
の
山

口
航
汰
さ
ん
（
１
６
）
に
よ

る
と
、
煙
で
空
が
真
っ
暗
に

な
っ
て
、
徐
々
に
建
物
の
３

階
の
窓
か
ら
赤
い
炎
が
見

え
た
と
い
う
。「
け
が
を
し

た
５
、６
人
が
ベ
ン
チ
や
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
に
横
た
わ
っ
て

・
７
ポ
イ
ン
ト
の
差
を
つ
け

た
。
４
、５
両
日
の
序
盤
情

勢
調
査
で
は
自
民
党
３
５
・ 

９
％
、
立
民
８
・
６
％
だ
っ

た
た
め
、
両
党
の
差
は
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
縮
小
し
た
。
全

体
の
戦
況
と
し
て
は
野
党
が

追
い
上
げ
て
い
る
。

　

１
人
区
は
２
０
１
６
年
の

前
回
選
で
も
自
民
党
と
野
党

統
一
候
補
が
激
突
。
自
民

党
２
１
勝
、
野
党
系
１
１
勝

だ
っ
た
。
今
回
、
与
野
党
が

競
る
８
県
の
う
ち
岩
手
、
宮

城
、
山
形
、
新
潟
、
大
分
の

５
選
挙
区
は
前
回
、
野
党
系

が
制
し
た
。
残
る
秋
田
、
滋

賀
、
愛
媛
の
３
県
も
、
自
民

党
が
惨
敗
し
た
０
７
年
参
院

選
で
野
党
系
が
勝
利
し
た
。

　

野
党
は
既
に
優
勢
な
長

野
、
沖
縄
の
２
選
挙
区
に
加

え
、
一
つ
で
も
多
く
勝
利
を

積
み
上
げ
よ
う
と
懸
命
だ
。

接
戦
区
の
勝
敗
は
、
安
倍
政

権
下
の
憲
法
改
正
に
前
向
き

な
「
改
憲
勢
力
」
が
国
会
発

議
に
必
要
な
３
分
の
２
以
上

の
議
席
を
維
持
す
る
か
ど
う

か
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。

　

対
す
る
自
民
党
は
１
３
年

参
院
選
で
、
当
時
３
１
の
１

期
限
ま
で
に
回
答
す
る
か
を

問
わ
れ
「
日
本
が
一
方
的
に

設
定
し
た
日
程
で
私
た
ち
が

縛
ら
れ
る
必
要
は
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

大
統
領
府
高
官
は
既
に

仲
裁
委
に
応
じ
な
い
考
え

を
示
し
て
お
り
、
改
め
て

拒
否
す
る
意
向
を
示
し
た
。

か
っ
た
。
国
民
の
関
心
の
高

さ
を
示
す
異
例
の
多
さ
で

「
９
割
以
上
が
賛
成
」（
経
産

省
幹
部
）
だ
と
い
う
。

　

経
産
省
は
１
日
、
軍
事
転

用
可
能
な
物
資
の
輸
出
で
、

兵
器
拡
散
の
恐
れ
が
な
い
と

の
判
断
か
ら
手
続
き
簡
略
化

な
ど
の
優
遇
措
置
を
適
用
し

外
交
ル
ー
ト
で
通
告
し
、
有

志
連
合
に
参
加
し
な
い
よ
う

促
し
た
こ
と
が
１
８
日
、
分

か
っ
た
。
複
数
の
イ
ラ
ン
政

府
筋
が
共
同
通
信
に
明
ら
か

に
し
た
。

　

各
国
大
使
館
な
ど
を
通
じ

て
口
頭
で
意
向
を
伝
え
た
。

有
志
連
合
構
想
で
は
日
本
な

ど
米
同
盟
国
の
対
応
が
焦
点

　
【
共
同
】
共
同
通
信
社
が

１
４
〜
１
６
日
に
電
話
世
論

調
査
を
実
施
し
て
参
院
選
の

終
盤
情
勢
を
探
っ
た
と
こ

ろ
、
全
国
３
２
の
改
選
１
人

区
の
う
ち
２
２
選
挙
区
で
自

民
党
が
優
位
に
立
っ
て
い

る
。
立
憲
民
主
党
、
国
民
民

主
党
、
共
産
党
な
ど
野
党
５

党
派
の
統
一
候
補
が
優
勢
な

の
は
２
選
挙
区
に
と
ど
ま
っ

た
。
残
る
８
県
で
与
野
党
が

接
戦
を
展
開
。
こ
の
結
果
が

憲
法
改
正
を
含
む
政
局
の
行

方
を
左
右
し
そ
う
だ
。
選
挙

区
の
投
票
先
を
未
定
と
し
た

人
は
４
０
・
５
％
お
り
、
２ 

１
日
の
投
開
票
ま
で
に
情
勢

は
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
が

３
３
・
８
％
で
ト
ッ
プ
。
２

位
の
立
民
９
・
１
％
に
２
４ 

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
日
本
企

業
に
賠
償
を
命
じ
た
韓
国
人

元
徴
用
工
訴
訟
の
問
題
を
巡

り
、
日
本
政
府
に
よ
る
仲
裁

委
員
会
の
開
催
要
請
に
つ
い

て
、
韓
国
政
府
は
期
限
の

１
９
日
午
前
０
時
ま
で
に
回

答
し
な
い
見
通
し
だ
。
韓
国

外
務
省
報
道
官
は
１
８
日
、

　
【
テ
ヘ
ラ
ン
共
同
＝
小
玉

原
一
郎
】
中
東
の
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
周
辺
で
米
国
が
船
舶
警

護
の
有
志
連
合
結
成
を
呼
び

掛
け
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

イ
ラ
ン
が
日
本
や
英
独
仏
を

含
む
少
な
く
と
も
７
カ
国
に

対
し
、「
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
緊

張
緩
和
に
つ
な
が
ら
な
い
。

イ
ラ
ン
は
歓
迎
し
な
い
」
と

　
【
共
同
】
韓
国
に
対
す
る

輸
出
規
制
強
化
を
巡
り
、
優

遇
措
置
対
象
国
か
ら
韓
国
を

除
外
す
る
日
本
政
府
の
方
針

に
つ
い
て
経
済
産
業
省
が
実

施
し
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
に
、

少
な
く
と
も
数
千
件
が
集

ま
っ
た
こ
と
が
１
８
日
、
分

人
区
を
２
９
勝
２
敗
と
圧
勝

し
た
。
取
り
こ
ぼ
し
を
極
力

抑
え
る
た
め
、
接
戦
地
域
へ

安
倍
晋
三
首
相
（
党
総
裁
）

ら
党
幹
部
を
重
点
的
に
投
入

す
る
。
推
薦
を
得
て
い
る
公

明
党
と
の
協
力
も
強
化
し
、

万
全
を
期
す
構
え
だ
。

　

支
持
率
は
自
民
、
立
民

に
続
い
て
公
明
５
・
１
％
、

日
本
維
新
の
会
４
・
４
％
、

共
産
３
・
９
％
、
国
民
２
・

２
％
、社
民
党
１
・０
％
だ
っ

た
。
支
持
す
る
政
党
は
な

い
と
答
え
た
無
党
派
層
は

３
１
・４
％
あ
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
課
税
は
法
人
税

の
最
低
税
率
を
定
め
る
こ
と

な
ど
を
柱
と
し
、
２
０
年
中

の
国
際
合
意
を
目
指
し
て
い

る
。
た
だ
対
象
を
Ｉ
Ｔ
に
絞

り
、
暫
定
的
な
単
独
導
入
も

図
る
フ
ラ
ン
ス
と
Ｉ
Ｔ
産
業

を
持
つ
米
国
が
対
立
。
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
巡
り

「
議
論
は
込
み
入
っ
て
い
る
」

の
仲
裁
委
開
催
を
、
６
月
に

は
第
三
国
に
委
員
の
人
選
を

委
ね
る
形
式
で
の
仲
裁
委
開

催
を
提
案
し
て
い
た
。
請
求

権
協
定
に
こ
の
後
の
手
続
き

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

韓
国
政
府
高
官
は
１
７

日
、
仲
裁
委
に
応
じ
な
い
理

由
と
し
て
「
仲
裁
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
も
、結
果
は
片
方（
の

当
事
者
）
に
は
満
足
の
い
か

な
い
も
の
に
な
る
。
問
題
の

本
質
的
解
決
に
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　

韓
国
政
府
は
６
月
、
日
韓

両
国
企
業
の
出
資
を
柱
と
す

る
解
決
案
を
提
示
し
た
。

は
２
０
年
に
か
け
て
成
長
を

取
り
戻
す
と
の
見
通
し
を
確

認
。
麻
生
氏
は
米
中
対
立
を

念
頭
に
、
貿
易
摩
擦
を
下
振

れ
リ
ス
ク
に
挙
げ
「
内
向
き

な
政
策
は
ど
の
国
の
利
益
に

も
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。

会
議
は
気
候
変
動
問
題
な
ど

も
討
議
し
、
１
８
日
に
閉
幕

す
る
。

ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
。
頭
か

ら
血
を
流
し
て
い
る
女
性
も

い
た
」
と
話
し
た
。

　

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
と
、
燃
え
た
の
は
ア
ニ

メ
制
作
現
場
の
第
１
ス
タ
ジ

オ
。
同
社
は
１
９
８
１
年
創

業
で
、
宇
治
市
に
も
ス
タ
ジ

オ
を
構
え
る
。
２
０
０
０
年

代
に
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
涼

宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
」「
ら
き

☆
す
た
」「
け
い
お
ん
！
」

な
ど
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

　

八
田
英
明
社
長
は
本
社
前

で
取
材
に
応
じ
「
断
腸
の
思

い
。（
確
保
さ
れ
た
男
に
対

し
）
暴
力
に
訴
え
て
何
に
な

る
の
か
」
と
話
し
た
。

　

府
警
に
よ
る
と
、
現
場
近

く
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に

負
傷
者
３
６
人
、
重
傷
も

と
ル
メ
ー

ル
氏
は
言

及
し
、
協

議
の
難
航

も
示
唆
し

た
。

　

一
方
、

世
界
経
済



稼
働
中
口
座
か
ら
も
引
き
出
し
可

フ
ォ
ン
テ
・
ノ
ヴ
ァ
（
サ
ル
バ

ド
ー
ル
）、ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
（
レ

シ
フ
ェ
）、
カ
ス
テ
ラ
ン
（
フ
ォ

ル
タ
レ
ー
ザ
）
の
五
つ
の
ア

レ
ー
ナ
の
建
設
工
事
や
改
修

工
事
だ
。

　

競
技
場
に
関
す
る
工
事
で

の
カ
ル
テ
ル
に
加
わ
っ
た
と

見
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン

ド
ラ
デ
・
グ
チ
エ
レ
ス
、
カ

リ
オ
カ
・
エ
ン
ジ
ェ
ニ
ャ
リ
ア
、

カ
マ
ル
ゴ
・
コ
レ
ア
、
Ｏ
Ａ

Ｓ
、
ケ
イ
ロ
ス・
ガ
ウ
ヴ
ォ
ン
、

デ
ル
タ
、
グ
ル
ー
プ
・
オ
デ

ブ
レ
ヒ
ト
、
ヴ
ィ
ア
・
エ
ン

ジ
ェ
ニ
ャ
リ
ア
の
８
社
で
、
関

係
者
３
６
人
も
捜
査
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｃ
ａ
ｄ
ｅ
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
の
企
業
は
、
伯
国
で

の
Ｗ
杯
開
催
が
決
ま
っ
た

２
０
０
７
年
１
０
月
か
ら

互
い
に
連
絡
を
取
り
始
め
て

お
り
、
２
０
０
８
年
の
後

半
に
そ
の
動
き
が
活
発
化
。

そ
の
関
係
は
、
少
な
く
と

も
、
事
業
契
約
が
結
ば
れ
た

２
０
１
１
年
の
半
ば
ま
で
、

保
た
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
は
１
７
日
、
滞
在
先
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
サ
ン
タ
フ
ェ

で
、勤
続
期
間
保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
と
社
会
統
合
基
金
／
公
務
員
財
形
計
画
（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
／
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
か
ら
の
引
き
出
し
解
禁
を
表
明
し
た
。
２
０
１
７
年
に
テ

メ
ル
政
権
が
採
用
し
、
同
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
を
０
・６
１
％
ポ

イ
ン
ト
押
し
上
げ
た
政
策
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
低
調
な
伯
国
経
済
を
活
気
付
け

る
こ
と
が
狙
い
だ
。
１
７
、１
８
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

引
き
出
し
解
禁
の
総
額
は

３
０
０
億
レ
程
度
に
な
る
だ

ろ
う
と
、エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）

紙
は
報
じ
た
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
口
座
か
ら
引
き

出
せ
る
比
率
は
、
口
座
の
残

高
に
よ
っ
て
変
わ
り
、
１
０

〜
３
５
％
の
間
で
上
下
す
る

見
込
み
だ
。
１
７
日
付
Ｅ

紙
は
関
係
者
の
話
と
し
て
、

「
積
立
額
が
５
千
レ
ま
で
は

３
５
％
、
５
千
レ
〜
１
万
レ

は
３
０
％
、
１
万
レ
〜
５
万

レ
の
場
合
は
未
定
だ
が
、

５
万
レ
以
上
な
ら
１
０
％
引

き
お
ろ
せ
る
」
と
報
じ
た
。

　

聖
市
に
本
社
が
あ
る
Ｌ
Ｃ

Ａ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
所

属
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
ヴ
ィ

ト
ル
・
ヴ
ィ
ダ
ル
氏
は
、

「
２
０
１
７
年
に
比
べ
て
、

債
務
不
履
行
に
陥
っ
て
い
る

世
帯
が
少
な
い
た
め
、
Ｆ
Ｇ

Ｔ
Ｓ
引
き
出
し
に
よ
る
〝
臨

時
収
入
〞
は
、
負
債
解
消

で
は
な
く
、
消
費
に
回
る
と

考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
押
し
上
げ
効
果
は
１
７

年
よ
り
も
大
き
い
の
で
は
な

い
か
」
と
見
て
い
る
。
１
７

　

国
際
調
査
会
社
イ
プ
ソ
ス

が
今
年
の
１
、２
月
に
か
け

て
行
っ
た
調
査
で
は
、「
新

聞
、
雑
誌
を
信
用
す
る
」
と

答
え
た
伯
人
が
６
５
％
で
、

調
査
対
象
２
７
カ
国
中
３

位
だ
っ
た
。
伯
人
は
、「
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
信
用
す

年
は
２
５
９
０
万
人
の
国
民

が
、
総
計
４
４
０
億
レ
ア
ル

を
引
き
出
し
た
が
、
そ
の
４

割
は
負
債
解
消
に
消
え
た
。

　

た
だ
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
資
金
本

来
の
使
い
道
で
あ
る
、「
住

宅
購
入
時
の
融
資
」
や
連
邦

政
府
の
持
ち
家
政
策
「
ミ
ー

ニ
ャ
・
カ
ー
ザ
、
ミ
ー
ニ
ャ
・

ヴ
ィ
ダ
」
な
ど
に
回
る
資
金

が
減
る
こ
と
に
対
し
て
は
、

建
設
業
界
か
ら
、
不
満
の
声

も
出
て
い
る
。

　

聖
州
建
設
業
組
合
（
Ｓ
ｉ

ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｃ
ｏ
ｍ
）
の
副
会

長
ロ
ナ
ウ
ド
・
ク
リ
ー
氏
は
、

「『
こ
の
政
策
は
我
々
に
不

利
』
と
言
っ
て
る
の
で
は
な

い
。
伯
国
民
全
体
に
と
っ
て

良
い
政
策
と
は
言
え
な
い
。

３
０
０
億
レ
の
景
気
刺
激
策

　

Ｗ
杯
絡
み
の
カ
ル
テ
ル
に

関
す
る
捜
査
は
、
ア
ン
ド
ラ

デ
・
グ
チ
エ
レ
ス
の
レ
ニ
エ
ン

シ
ア
（
企
業
に
よ
る
報
奨
付

供
述
）
が
糸
口
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
１
４
年
の
Ｗ
杯
は

広
大
な
国
土
に
１
２
も
の
会

場
を
設
け
て
開
催
さ
れ
た
が
、

競
技
場
や
周
辺
部
で
予
定
さ

れ
て
い
た
工
事
が
期
日
ま
で

に
完
成
せ
ず
、
巨
額
の
負
債

を
抱
え
た
ま
ま
な
ど
の
問
題

も
起
き
て
い
る
。

　

他
方
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の

施
設
建
設
に
関
す
る
捜
査
の

き
っ
か
け
は
カ
リ
オ
カ
・
エ

ル
テ
ル
は
、
消
費
者
の
利
益

を
損
な
い
、
経
済
の
非
効
率

化
を
招
く
た
め
、
国
民
経
済

の
健
全
な
発
展
を
阻
害
す
る

怖
れ
が
あ
る
。

　

Ｗ
杯
と
の
関
連
で
カ
ル
テ

ル
が
疑
わ
れ
て
い
る
の
は
、
マ

ネ
・
ガ
リ
ン
シ
ャ
（
ブ
ラ
ジ

リ
ア
）、マ
ラ
カ
ナ
ン（
リ
オ
）、

ミ
ネ
イ
ロ
ン
（
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ

ン
テ
）
の
三
つ
の
ス
タ
ジ
ア
ム

と
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
（
マ
ナ
ウ

ス
）、
ド
ゥ
ナ
ス
（
ナ
タ
ル
）、

　

経
済
防
衛
行
政
審
議
会

（
Ｃ
ａ
ｄ
ｅ
）
が
１
７
日
、

２
０
１
４
年
の
Ｗ
杯
に
ま
つ

わ
る
競
技
場
建
設
や
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
の
施
設
建
設
で
組
ま

れ
た
カ
ル
テ
ル
に
関
す
る
捜

査
を
始
め
た
事
を
明
ら
か
に

し
た
と
同
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

カ
ル
テ
ル
と
は
、
複
数
の

企
業
が
連
絡
を
取
り
合
い
、

本
来
な
ら
各
企
業
が
各
自
で

決
め
る
べ
き
製
品
の
価
格
や

生
産
数
量
な
ど
を
共
同
で
取

り
決
め
る
行
為
だ
。
企
業
同

士
の
利
益
を
守
る
た
め
の
カ

１
４
年
Ｗ
杯
の
競
技
場
建
設
で

多
く
の
汚
職
裁
判
に
既
に
影
響

ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
建
物
も
？

ン
ジ
ェ
ニ
ャ
リ
ア
に
よ
る
レ
ニ

エ
ン
シ
ア
だ
。
捜
査
対
象
は
、

同
社
や
コ
ン
ス
ト
ゥ
ル
バ
ゼ
、

コ
ン
ス
ト
ゥ
ル
カ
ッ
ピ
、
ア
ン

ド
ラ
デ
・
グ
チ
エ
レ
ス
、
オ

デ
ブ
レ
ヒ
ト
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
、
カ

マ
ル
ゴ
・
コ
レ
イ
ア
、
ケ
イ

ロ
ス
・
ガ
ウ
ヴ
ァ
ン
な
ど
、

１
３
社
と
関
係
者
２
３
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

カ
ル
テ
ル
が
疑
わ
れ
て
い

る
施
設
は
、
リ
オ
州
の
レ
オ

ポ
ウ
ド
・
ア
メ
リ
コ・
ミ
ゲ
ス
・

デ
・
メ
ロ
研
究
セ
ン
タ
ー
と

技
術
情
報
デ
ー
タ
解
析
統
合

セ
ン
タ
ー
、
エ
ス
ピ
リ
ト
サ

ン
ト
州
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
同
社

社
屋
の
三
つ
だ
。
Ｃ
ａ
ｄ
ｅ

に
よ
る
と
、
前
記
１
３
社
は
、

２
社
ま
た
は
数
社
で
集
ま
っ

て
情
報
交
換
し
、
請
け
負
う

事
業
を
配
分
し
た
上
、
事
業

計
画
書
の
作
成
や
入
札
関
連

の
プ
ロ
セ
ス
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
あ
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
と
が
出
来
な
い
が
、
政
府

側
は
、
引
き
出
し
を
認
め
る

こ
と
で
、
消
費
促
進
を
期
待

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
き
た
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
引
き

出
し
解
禁
は
休
眠
口
座
に
限

定
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
は

実
際
に
稼
動
し
て
い
る
口
座

か
ら
も
引
き
出
せ
る
。

　

経
済
政
策
班
は
、
こ
の
政

策
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

が
０
・
３
％
ポ
イ
ン
ト
（
％

Ｐ
）
ア
ッ
プ
し
、
年
末
時
点

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
、
２
年
前
と
同

じ
、
１
・
１
％
の
成
長
と
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
ゲ
デ

ス
経
済
相
は
、
政
治
経
済
局

内
の
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、「
Ｃ

Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
が
不
動
産
購
入
資

金
融
資
を
行
う
た
め
の
資

金
は
残
し
て
お
く
よ
う
に
」

と
命
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

コパ・アメリカの決勝戦でも使われたマラカナン・スタジアム
（ウィキペディア）

パウロ・ゲデス経済相
（Wilson Dias/Ag. Brasil）

建
設
業
界
か
ら
は
不
満
の
声

トフォリ発言余波

効
果
は
一
時
的
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
成
長
を
少
し
は
手
伝
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
雇
用
を
生

み
出
し
、
税
金
を
納
め
る
業

界
が
蚊
帳
の
外
に
な
る
」
と

語
っ
た
。

る
」
と
し
た
割
合
も
６
５
％

で
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

信
用
す
る
」
は
５
８
％
だ
っ

た
。
新
聞
、
雑
誌
の
信
用
度

を
比
較
す
る
と
、
伯
国
よ
り

信
用
度
が
高
か
っ
た
の
は
イ

ン
ド
（
７
７
％
）
で
、
中
国

（
６
７
％
）
が
続
い
た
。
ド

イ
ツ
は
伯
国
と
同
じ
６
５
％

で
、
南
ア
フ
リ
カ
が
６
４
％

だ
っ
た
。
な
お
、
２
７
カ
国

の
平
均
は
４
７
％
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

８
月
に
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー

ナ
州
で
行
わ
れ
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

ミ
リ
ア
ン
・
レ
イ
ト
ン
氏
と

セ
ル
ジ
オ
・
ア
ル
ラ
ン
シ
ェ

ス
氏
夫
妻
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
出
演
す
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
レ
イ
ト
ン
氏
の
思

想
信
条
に
反
対
す
る
と
思
わ

れ
る
人
々
か
ら
の
脅
迫
が
相

次
ぎ
、
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。

主
催
団
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
カ
ル
ロ
ス
・
シ
ュ
ロ
ー

ダ
ー
氏
は
、「
酷
い
内
容
の
脅

迫
が
届
い
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル

発
表
を
考
え
た
時
は
、
脅
迫

に
屈
し
た
と
い
う
意
味
で
屈

辱
を
感
じ
た
が
、
も
し
も
の

こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と

の
思
い
が
勝
っ
た
。
代
替
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、〝
ネ
ッ
ト
時

代
の
憎
し
み
〞
に
つ
い
て
の
討

論
会
を
考
え
て
い
る
」
と
語
っ

た
。
言
論
の
自
由
を
犯
す
許

し
が
た
い
暴
挙
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
月
２
５
日
に
発
生
し
た

ミ
ナ
ス
州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の

鉱
滓
ダ
ム
決
壊
事
故
の
被
害

に
遭
い
、
ほ
ぼ
半
年
に
わ
た

り
入
院
し
て
い
た
タ
リ
タ
・

ク
リ
ス
チ
ー
ナ
・
オ
リ
ベ
イ

ラ
さ
ん
（
１
６
）
が
１
７
日

に
退
院
し
た
。
タ
リ
タ
さ
ん

は
股
関
節
と
大
腿
骨
の
手
術

を
合
計
４
回
も
受
け
、
歩
く

に
は
歩
行
器
の
助
け
が
必
要

だ
。
少
し
で
も
早
い
身
体
的
、

精
神
的
回
復
を
祈
り
た
い
。

　

環
境
省
が
１
７
日
に
、
全

国
環
境
審
議
会
の
議
席
を
９
６
人
か
ら
２
３
人
に
減
ら

し
た
上
、
抽
選
で
メ
ン
バ
ー

を
選
出
し
た
と
１
７
日
付
伯

字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
審
議
会
は
同
省
の
働
き

全
般
を
審
議
し
、
助
言
を
与

え
る
機
関
で
、
環
境
許
可
を

与
え
る
基
準
の
決
定
や
、
環

境
の
質
の
改
善
、
維
持
に
必

要
な
規
範
設
定
な
ど
の
責
任

を
負
っ
て
い
る
。

　

新
審
議
会
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
連
邦
政
府
代
表
１
０
人

（
環
境
相
を
含
み
、
抽
選
に

は
不
参
加
）、
州
や
連
邦
直

轄
区
の
代
表
５
人
（
地
域
毎

に
１
人
）、
２
６
州
都
の
代

表
２
人
、
民
間
企
業
（
全
国

規
模
の
連
盟
単
位
）
の
代
表

２
人
、
環
境
団
体
の
代
表
４

人
で
、
連
邦
政
府
代
表
以
外

は
、
２
年
だ
っ
た
任
期
が
１

年
に
短
縮
さ
れ
る
。

　

１
７
日
の
抽
選
の
重
み
に

は
、
州
、
州
都
、
民
間
企
業

の
代
表
と
、
環
境
団
体
の
代

表
で
差
が
あ
る
。
前
３
者
で

は
、
新
た
な
審
議
会
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、
そ
の
後
に
代

表
を
派
遣
す
る
順
番
も
決
め

ら
れ
た
が
、
環
境
団
体
の
代

表
は
、
毎
年
、
抽
選
を
行
う

の
だ
と
い
う
。

　

抽
選
者
リ
ス
ト
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
環
境
団
体
（
非
政

府
団
体
）
は
６
７
３
あ
る
が
、

審
議
会
の
議
席
は
四
つ
だ
け
。

４
団
体
は
抽
選
結
果
発
表

後
、
５
営
業
日
以
内
に
必
要

書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
最
終
的
な
構
成
メ

ン
バ
ー
は
９
月
６
日
ま
で
に

公
表
さ
れ
る
。

　

審
議
会
の
規
模
縮
小
は
５

月
２
９
日
の
省
令
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
た
が
、
民
間
の
環

境
団
体
は
、
２
２
議
席
が
４

に
減
り
、
参
加
率
は
２
２
％

が
１
８
％
に
低
下
。
任
期
も

１
年
に
な
り
、
継
続
的
な
働

き
か
け
は
困
難
に
な
る
。
民

間
企
業
も
議
席
が
減
っ
た
。

　

政
府
関
係
者
の
議
席
占
有

率
は
２
９
％
が
４
１
％
に
拡

大
し
た
が
、
検
察
庁
や
州
検

察
局
、
国
家
水
資
源
庁
、
下

院
の
環
境
委
員
会
、
生
物
多

様
性
保
全
の
た
め
の
シ
コ
・

メ
ン
デ
ス
研
究
所
な
ど
は
議

席
を
失
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
１
６
日
に

最
高
裁
の
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ

リ
長
官
が
下
し
た
「
司
法
当

局
の
許
可
を
得
る
前
に
、
金

融
活
動
審
議
会
（
Ｃ
ｏ
ａ

ｆ
）、
国
税
庁
、
中
銀
な
ど

の
内
部
デ
ー
タ
を
使
用
し
て

行
わ
れ
た
金
融
犯
罪
調
査
を

全
て
一
時
停
止
す
る
」
と
の

決
定
が
、
進
行
中
だ
っ
た
多

く
の
捜
査
や
裁
判
に
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
た
と
、
１
８
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
で

行
わ
れ
て
い
た
、
公
共
事
業

の
不
正
入
札
疑
惑
の
容
疑
者

側
弁
護
人
３
人
は
早
速
、
ト

フ
ォ
リ
長
官
の
判
断
を
根
拠

と
し
て
、
捜
査
の
延
期
ま
た

は
無
効
化
を
求
め
る
請
願
を

行
っ
た
。

　

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
で

の
疑
惑
の
捜
査
は
ア
ル
カ
ト

ラ
ス
作
戦
の
名
が
付
い
て
い

る
。
今
年
５
月
に
発
動
さ
れ

た
同
作
戦
で
は
、
少
な
く
と

も
１
８
人
が
告
発
さ
れ
、
８

人
が
逮
捕
さ
れ
た
。　

　

同
事
件
で
は
、
連
邦
裁
判

所
が
最
近
、
連
警
に
対
し
て

捜
査
期
間
の
延
長
を
認
め
て

お
り
、
新
た
な
嫌
疑
や
新
た

な
容
疑
者
が
浮
上
す
る
可
能

性
も
あ
っ
た
。

　

ア
ル
カ
ト
ラ
ス
作
戦
関
連

の
捜
査
差
し
止
め
請
求
は
、

ト
フ
ォ
リ
長
官
の
判
断
が
出

た
数
時
間
後
（
１
６
日
夜
）

に
行
わ
れ
た
。
請
求
先
は
南

大
河
州
の
第
４
連
邦
地
域
裁

（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
―
４
）
だ
。

　

昨
年
１
２
月
に
性
的
暴
行

疑
惑
で
逮
捕
さ
れ
た
、
自
称

心
霊
治
療
家
の
ジ
ョ
ア
ン
・

デ
・
デ
ウ
ス
被
告
の
裁
判
に

も
、
ト
フ
ォ
リ
発
言
が
影
響

す
る
。

　

被
告
に
性
的
暴
行
を
受
け

た
と
訴
え
て
い
る
女
性
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
人
に
及
ぶ
。
同

被
告
は
８
件
の
裁
判
を
抱
え

て
お
り
、
ゴ
イ
ア
ニ
ア
州
の

刑
務
所
で
７
カ
月
間
身
柄
を

拘
留
さ
れ
て
い
る
。

　

同
被
告
に
は
、
信
者
か
ら

の
ゆ
す
り
、
資
金
洗
浄
、
金

融
犯
罪
の
容
疑
も
か
け
ら
れ

て
い
る
。
捜
査
班
作
成
の
報

告
書
は
、
被
告
を
組
織
犯
罪

の
長
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

同
被
告
の
弁
護
担
当
の
ア

ル
ベ
ル
ト・
ト
ロ
ン
氏
は
、「
司

法
の
正
式
な
許
可
も
な
く
、

金
融
活
動
管
理
審
議
会
（
Ｃ

ｏ
ａ
ｆ
）
の
デ
ー
タ
が
検
察

に
渡
っ
て
い
る
。
当
然
な
が

ら
、
資
金
洗
浄
に
関
し
て
は
、

捜
査
差
し
止
め
を
請
求
出
来

る
」
と
語
っ
た
。

　

連
邦
検
察
庁
は
ト
フ
ォ
リ

長
官
の
決
定
へ
の
懸
念
を
隠

さ
ず
、「
長
官
の
決
定
は
、
汚

職
疑
惑
だ
け
で
な
く
、
薬
物

密
売
、
組
織
犯
罪
を
暴
く
捜

査
や
裁
判
に
ま
で
悪
影
響
を

与
え
か
ね
な
い
。
国
際
的
な

犯
罪
組
織
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ

リ
ン
グ
に
関
す
る
金
融
活
動

作
業
部
会
（
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ｉ
）
か

ら
、『
伯
国
は
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ

リ
ン
グ
対
策
が
甘
い
』
と
制

裁
を
受
け
か
ね
な
い
」「
国
税

庁
が
銀
行
か
ら
の
情
報
を
使

え
る
と
し
た
１
６
年
の
最
高

裁
判
断
に
反
す
る
」
な
ど
の

声
を
挙
げ
て
い
る
。

　

議
会
休
会
前
に
下
院
で
社

会
保
障
制
度
改
革
案
の
１

回
目
の
承
認
を
果
た
し
た
政

府
は
、
国
内
で
の
愛
国
主
義

ム
ー
ド
の
盛
り
上
げ
と
、
対

外
的
な
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い

る
と
、
１
８
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
た
。

　

大
統
領
府
社
会
通
信
局

（
Ｓ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
）
は
９
月

７
日
の
独
立
記
念
日
の
前
後

を
、
〃
伯
国
週
間
〃
と
し
、

商
業
界
に
は
伯
国
版
ブ
ラ
ッ

ク
フ
ラ
イ
デ
ー
の
セ
ー
ル
実

施
を
、
観
光
業
界
に
は
宿
泊

料
金
値
下
げ
な
ど
を
行
う
こ

と
を
求
め
て
い
く
予
定
だ
。

政
府
の
担
当
者
は
既
に
小
売

業
界
代
表
者
た
ち
と
会
い
、

９
月
初
旬
に
愛
国
セ
ー
ル
を

行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

同
局
は
こ
れ
ま
で
、
社
会

保
障
制
度
改
革
へ
の
機
運
を

高
め
る
た
め
に
活
動
し
て
い

た
が
、
今
後
は
９
月
７
日
の

独
立
記
念
日
前
後
の
「
愛
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
盛
り
上
げ

に
注
力
し
て
い
く
。

　

政
府
は
ま
た
、
６
月
か
ら

は
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
豪
州
、

日
本
か
ら
の
観
光
客
へ
の
観

光
ビ
ザ
取
得
義
務
を
撤
廃
し

た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
観

光
客
の
誘
致
に
力
を
入
れ
る

方
針
だ
。

　

マ
ル
セ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ

観
光
相
は
、「
観
光
ビ
ザ
取

得
義
務
廃
止
を
も
っ
と
宣
伝

し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
米

国
人
た
ち
に
、『
伯
国
に
観
光

に
行
く
た
め
に
ビ
ザ
は
必
要

な
い
』
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
」
と
語
っ
た
。
告
知

活
動
に
は
３
０
０
万
レ
の
予

算
が
付
い
た
。

　

伯
国
内
に
外
国
人
観
光
客

を
呼
び
込
む
計
画
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
〝B

razil, visit 
and love us

〞（
伯
国
に

来
て
、
伯
国
を
愛
し
て
）
だ
。

　

政
府
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の

９
月
７
日
独
立
記
念
日
の
パ

レ
ー
ド
の
準
備
も
始
め
た
。

昨
年
の
予
算
は
８
１
万
７
千

レ
ア
ル
だ
っ
た
が
、
今
年
は

１
２
０
万
レ
が
使
わ
れ
る
。

今年もＦＧＴＳ解禁を選択
　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
は
正
規
雇
用
の

社
員
の
た
め
に
企
業
負
担
で

行
う
退
職
金
積
立
制
度
で
、

国
営
の
連
邦
貯
蓄
銀
行
（
Ｃ

Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
）
が
管
理
。
Ｃ
Ａ

Ｉ
Ｘ
Ａ
は
こ
の
積
立
金
を
一

般
国
民
が
不
動
産
を
購
入
す

る
際
の
融
資
資
金
と
し
て
運

用
す
る
。
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
金
は

基
本
的
に
自
由
に
引
き
出
す

環
境
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
交
代

９
６
人
が
２
３
人
に
減
り
、抽
選

疑
惑
の
心
霊
治
療
家
に
も
利
益

ゲデス
経済相

Ｃａｄｅ

新
た
な
カ
ル
テ
ル
の
捜
査
開
始

（２）２０１９年 第５２８６号 ７月 １９日 （金曜日）

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
を
立
案

「
伯
国
を
愛
し
て
」と
呼
び
か
け

連邦政府



氏
は
、「
こ
の
結
果
は
伯
国

の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
失
敗
を

示
し
て
い
る
。
私
が
思
う

に
、
一
部
の
『
地
球
は
平
ら

派
』
は
、
本
気
で
そ
れ
を
信

じ
て
な
ど
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。『
世
の
中
は
全
て
科

学
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
高

度
な
技
術
を
持
つ
企
業
な
ど

に
自
分
の
人
生
は
操
ら
れ
て

い
る
。自
分
は
そ
の
犠
牲
者
』

な
ど
と
信
じ
込
ん
だ
人
た
ち

不
法
家
屋
建
設
の
容
疑
者
ら
逮
捕

４月に倒壊したムゼマ区のビルの跡地（１６日
付Ｇ１サイトの記事の一部）

【サッカー】

【全国選手権】

7/20（土）
・セアラー対パルメイ
ラス（カステロン競
技場）

・ボタフォゴ対サント
スＦＣ（エンジェニョ
ン競技場）

7/21（日）
・コリンチャンス対フ
ラメンゴ（アレーナ・
コリンチャンス）

7/22（月）
・サンパウロＦＣ対
シャペコエンセ（モ
ルンビ競技場）

【リベルタドーレ
ス杯】

決勝トーナメント 1
回戦第 1試合

7/23（火）
・ゴドイ・クルス対パ
ルメイラス（マルビ
ナス・アルヘンティー
ナス競技場）

【スル・アメリカー
ナ杯】

決勝トーナメント 1
回戦第 1試合

7/25（木）
・コリンチャンス対モ
ンテビデオ・ワンダ
ラーズ（アレーナ・

（３） ２０１９年第５２８６号 	 ７月	１９日	（金曜日）

２
軒
倒
壊
の
ム
ゼ
マ
区
の
ミ
リ
シ
ア

偽
の
高
級
車
製
造
工
場
発
見

フ
ェ
ラ
ー
リ
や
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ

コリンチャンス）

【今週公開の映画】

・ライオン・キング 
超名作アニメを、実
写とＣＧを融合させ
てリメイク

【7/19 ～ 7/25 のコン
サート】

7/19（金）
・フェルナンド・ソロ
カバ（クラブ・ジュ
ヴェントゥス Rua.
Comandador Roberto 
Ugolini, 20, Parque 
da Mooca）
人 気 の セ ル タ ネ ー
ジョコンビ

【展覧会】

・タルシラ・ポプラー
ル（サンパウロ美術
館　Av. Paulista, 
1578 - Bela Vista）
　伯国が生んだ伝説
の女性画家、タルシ
ラ・ド・アマラル（1886
～ 1973）の展覧会。7
月 31 日まで。

・ビョーク・デジタル
（サンパウロ映像博物
館　Av. Europa, 158 
- Jardim Europa）
　アイスランドが生
んだ世界的鬼才歌姫、
ビョークのアート展
示会。8月 18 日まで。

　

リ
オ
市
警
と
リ
オ
州
検
察
局
が
１
６
日
、
リ
オ
市
西
部
の
ム
ゼ
マ
区
な
ど
で
不

法
建
築
を
行
い
、
資
金
を
稼
い
で
い
た
ミ
リ
シ
ア
（
犯
罪
者
の
民
兵
組
織
）
の

メ
ン
バ
ー
１
４
人
を
逮
捕
し
た
。

　

今
回
摘
発
さ
れ
た
ミ
リ

シ
ア
に
関
す
る
捜
査
は
、

２
０
１
４
年
に
行
わ
れ
た
不

法
な
森
林
伐
採
や
不
法
な
土

地
占
拠
な
ど
の
告
発
が
き
っ

か
け
で
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以

来
、
大
西
洋
岸
森
林
で
の
不

法
伐
採
面
積
は
７
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
も
及
ん
で
い
る
。

　

ミ
リ
シ
ア
幹
部
ら
は
、
自

分
達
が
表
に
出
て
各
種
の
責

任
を
追
求
さ
れ
る
の
を
避
け

基礎教育の不備が、反科学主義の芽になって
いる（参考画像・Arquivo/Ag. Brasil）

る
傾
向
が
あ
り
、
資
産
売
却

な
ど
も
行
い
、
社
会
の
深
み

に
身
を
潜
め
よ
う
と
し
て
い

る
と
い
う
。
市
警
や
検
察
局

は
、
実
際
の
活
動
に
関
わ
っ

て
い
る
人
物
と
共
に
、
表
に

は
出
て
こ
な
い
「
隠
れ
た
共

同
経
営
者
」
を
見
つ
け
、
裏

で
資
金
を
操
っ
て
い
る
人
物

な
ど
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

な
お
、
４
月
に
起
き
た
ビ

「
地
球
は
平
ら
で
、
月
面
着
陸
は
嘘
」

反
科
学
的
信
条
者
が
一
定
数
存
在

　

ム
ゼ
マ
区
で
は
、
４
月

１
２
日
に
隣
り
合
わ
せ
の
５

階
建
て
の
ビ
ル
２
軒
が
倒

壊
、
２
４
人
が
死
亡
す
る
事

故
が
起
き
た
が
、
こ
れ
ら
の

ビ
ル
も
ミ
リ
シ
ア
が
売
り
出

し
た
不
法
建
築
家
屋
だ
っ

た
。

　

ム
ゼ
マ
区
で
荒
稼
ぎ
し
て

い
た
ミ
リ
シ
ア
は
、
リ
オ
・

ダ
ス
・
ペ
ド
ラ
ス
区
や
ア
ニ

ル
区
、
ガ
ル
デ
ニ
ア
・
ア
ズ

ル
区
で
も
同
様
の
活
動
で
勢

力
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

１
６
日
に
実
行
さ
れ
た
作

戦
で
は
１
７
人
に
逮
捕
令
状

が
出
て
お
り
、
午
後
５
時

ま
で
に
１
４
人
が
逮
捕
さ

れ
た
。
逮
捕
者
の
１
人
の

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ヴ
ィ
エ
イ

ラ
・
デ
・
ブ
リ
ッ
ト
容
疑
者

２
０
８
６
人
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
た
。

　
「
地
球
は
平
ら
」
と
答
え

た
人
の
割
合
は
、
６
０
歳
以

上
の
人
は
１
１
％
、
中
卒
以

下
の
人
は
１
０
％
の
よ
う

に
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
、

低
学
歴
者
ほ
ど
高
か
っ
た
。

　

米
国
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
に
あ
る
、
ダ
ー
ト

マ
ス
大
学
宇
宙
物
理
学
教
授

の
マ
ル
セ
ロ
・
グ
レ
イ
ザ
ー

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
調

査
に
よ
る
と
、
伯
国
民
の

７
％
は
「
地
球
は
平
ら
だ
」

と
信
じ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

８
９
％
は「
地
球
は
丸
い
」

と
考
え
、
残
り
４
％
は
「
分

か
ら
な
い
」
だ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、
今
月
始

め
（
３
、４
日
）
に
、
国
内

１
０
３
市
に
住
む
１
６
歳

以
上
の
伯
人
、
合
わ
せ
て

が
、
科
学
に
支
配
さ
れ
る
こ

と
へ
の
“
抵
抗
”
の
意
味
を

込
め
、『
地
球
は
平
ら
』
と

い
っ
た
、
誰
が
聞
い
て
も
お

か
し
い
と
思
う
よ
う
な
主
張

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と

分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
世
論
調
査
で

は
、「
人
類
は
も
う
月
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
説

は
真
実
か
、
嘘
か
と
い
う
質

問
も
行
っ
た
。
こ
の
項
目
で

は
、２
６
％
が
「
そ
れ
は
嘘
」

と
答
え
た
。「
真
実
だ
」
と

答
え
た
の
は
７
０
％
で
、「
分

か
ら
な
い
」が
４
％
だ
っ
た
。

　

こ
の
設
問
で
も
「
１
９
６ 

９
年
の
人
類
月
面
着
陸
な
ど

嘘
だ
」
と
答
え
た
人
の
割

合
は
、
若
年
層
よ
り
高
齢

層
、
高
学
歴
者
よ
り
低
学

《リオ市》

１
５
地
域
中
８
地
域
で
落
ち
込
む

５
月
の
工
業
生
産
は
０
・
２
％
減

ル
倒
壊
事
故
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
ア
パ
ー
ト
を
建
て

た
人
物
な
ど
３
人
に
逮
捕
状

が
出
て
お
り
、
１
人
は
今
も

逃
亡
中
。
あ
と
の
２
人
は
５

月
１
８
日
と
７
月
５
日
に
逮

捕
さ
れ
た
が
、
こ
の
３
人
は

殺
人
罪
や
殺
人
未
遂
な
ど
で

も
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
オ
市
役
所
は
倒
壊
し
た

ビ
ル
の
あ
っ
た
道
路
沿
い
の

不
法
建
築
家
屋
を
全
て
取
り

伯
人
医
師
ら
が
英
誌
で
報
告

ジ
カ
熱
に
よ
る
小
頭
症
が
回
復

摘
発
さ
れ
た
工
場
で
製
造
し
て
い
た
偽
の
高
級
車
（
１
５

日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

い
る
が
、
逮
捕
状
は
出
て
い

な
い
。
彼
女
は
市
役
所
に
勤

め
て
お
り
、
不
法
建
築
家
屋

の
登
録
な
ど
を
手
伝
っ
て
い

た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

１
６
日
に
逮
捕
状
が
出
た

の
は
１
７
人
だ
が
、
裁
判
所

は
、Ｂ
Ｌ
Ｘ
セ
ル
ヴ
ィ
ッ
ソ
・

デ
・
エ
ン
ジ
ェ
ニ
ャ
リ
ア
、

マ
ヌ
エ
ル
・
コ
ン
テ
ナ
ス
・

ア
ン
ダ
イ
メ
ス
・
リ
オ
・
エ

イ
レ
リ
の
２
社
の
活
動
停
止

も
命
じ
て
い
る
。

　

家
宅
捜
索
で
は
、
火
器
６

丁
と
銃
弾
、
現
金
と
小
切
手

で
１
５
０
万
レ
ア
ル
、
不
動

産
の
名
義
変
更
な
ど
を
行
っ

た
事
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

が
押
収
さ
れ
た
。

　

同
州
検
察
局
が
同
地
区
の

ミ
リ
シ
ア
と
し
て
起
訴
し
た

の
は
２
５
人
と
２
社
で
、
罪

状
は
、
犯
罪
組
織
形
成
、
土

地
・
家
屋
へ
の
不
法
侵
入
・

不
法
占
拠
、
不
法
な
区
割
、

不
法
家
屋
の
建
設
や
販
売
・

賃
借
・
融
資
、
水
道
や
電
気

の
不
法
設
置
、
公
務
員
へ
の

贈
賄
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

カ
か
ら
見
つ
か
っ
た
成
分
は

内
臓
リ
ー
シ
ュ
マ
ニ
ア
症
や

シ
ャ
ー
ガ
ス
病
の
治
療
に
有

効
で
、
寄
生
虫
を
殺
す
効
果

も
あ
る
と
い
う
。

　

今
後
は
動
物
実
験
な
ど
で

治
療
効
果
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
カ
ネ
ラ
・
セ
ッ

カ
の
成
分
は
毒
性
が
低
く
、

寄
生
虫
を
集
中
的
に
攻
撃
す

る
と
い
う
。

　

ラ
ゴ
氏
に
よ
る
と
、
カ
ネ

ラ
・
セ
ッ
カ
か
ら
抽
出
し
た

成
分
で
化
合
物
を
作
る
の
は

簡
単
で
、
原
材
料
も
廉
価
な

上
に
入
手
し
や
す
い
た
め
、

新
薬
開
発
や
改
良
が
容
易
だ

と
い
う
。
貧
困
層
の
人
達
を

悩
ま
す
病
気
の
治
療
薬
は
、

（
４
６
）
は
、
ピ
ア
ウ
イ
州

コ
カ
ル
・
ド
ス
・
ア
ウ
ヴ
ェ

ス
市
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

主
犯
格
の
一
人
の
ブ
ル
ー

ノ
・
プ
ペ
・
カ
ン
セ
ラ
容
疑

者
（
３
８
）
は
、
ジ
ャ
カ
レ

パ
グ
ア
区
フ
レ
ゲ
ジ
ア
の
自

宅
で
捕
ま
っ
た
。
同
容
疑
者

は
家
屋
の
建
築
や
販
売
に
よ

り
、
４
年
間
で
２
４
９
０
万

レ
ア
ル
を
動
か
し
て
い
た
。

　

同
容
疑
者
の
妻
の
レ
チ
シ

ア
・
シ
ャ
ン
ピ
ア
ン
・
カ
ン

セ
ラ
容
疑
者
も
起
訴
さ
れ
て

ど
が
押
収
さ
れ
た
。

　

市
警
が
発
見
し
た
工
場
は

イ
タ
イ
パ
ヴ
ァ
区
に
あ
り
、

フ
ェ
ラ
ー
リ
、
ラ
ン
ボ
ル

ギ
ー
ニ
の
２
社
の
車
を
真
似

た
車
両
を
製
造
し
て
い
た
。

市
警
に
よ
る
と
、
工
場
に
は

車
軸
や
型
、
工
具
、
グ
ラ
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
、
偽
車
両

製
造
に
必
要
な
資
材
が
全
て

揃
っ
て
お
り
、
家
宅
捜
索
時

に
は
車
両
８
台
を
組
み
立
て

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
１
２
日
に
発
表
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
５
月
の

工
業
生
産
は
４
月
比
で
０
・

２
％
減
を
記
録
し
た
。
５
月

の
工
業
生
産
は
、
１
５
地
域

中
８
地
域
で
落
ち
込
ん
だ
と

い
う
。

　

工
業
生
産
が
最
も
落
ち
込

ん
だ
の
は
、
エ
ス
ピ
リ
ト
サ

ン
ト
州
の
２
・
２
％
減
だ
。

そ
れ
以
外
で
落
ち
込
み
を
記

録
し
た
の
は
、
南
大
河
州
の

れ
は
、
貧
困
層
の
女
性
が
出

産
可
能
な
年
齢
で
産
む
子
供

の
数
が
ほ
ぼ
１
人
減
っ
た
事

を
意
味
す
る
。こ
の
数
字
は
、

伯
国
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
の
資
料
を
基
に
算
出
さ

れ
た
。

　

人
種
や
肌
の
色
別
に
算
出

し
た
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

白
人
が
２
・７
５
人
か
ら
１
・

８
８
人
、
褐
色
（
混
血
者
）

が
２
・
６
５
人
か
ら
１
・
９
６

人
に
低
下
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
各
々
の
グ

ル
ー
プ
の
女
性
が
産
む
子
供

の
数
は
、
０
・８
７
人
と
０
・

６
９
人
減
少
し
た
事
に
な

る
。

　

伯
国
の
人
口
基
金
担
当
者

ジ
ャ
イ
メ
・
ナ
ダ
ル
氏
に
よ

る
と
、
黒
人
女
性
や
貧
困
女

性
は
、
公
的
な
医
療
機
関
を

利
用
す
る
例
が
多
く
、
保
健

所
な
ど
の
医
師
か
ら
家
庭
計

画
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
、
避
妊
手
術

を
受
け
る
、
避
妊
具
を
使
う

な
ど
の
方
法
に
ア
ク
セ
ス
し

易
い
環
境
に
い
る
と
見
て
い

る
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
伯
国
で

は
、
統
一
医
療
保
健
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
が
避
妊
具
や

避
妊
に
関
す
る
情
報
の
最
も

大
き
な
提
供
源
と
な
っ
て
お

り
、
貧
困
層
に
も
家
庭
計
画

の
概
念
が
浸
透
し
て
き
た
と

い
う
。

　

同
基
金
に
よ
る
と
、
伯
国

で
は
避
妊
具
を
使
う
既
婚
女

性
が
７
７
％
も
お
り
、
既
婚

女
性
の
３
５
％
の
み
が
避
妊

具
を
使
っ
て
い
た
１
９
６
９

年
の
デ
ー
タ
と
は
雲
泥
の
差

が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。

（
１
１
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
１
３
日
掲

載
）

貧
困
者
悩
ま
す
病
気
に
新
治
療
薬

大
西
洋
岸
森
林
の
植
物
成
分
で

　

８
日
付
医
学
雑
誌
『
ネ
ー

チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
シ
ン
』
に
、

ジ
カ
熱
に
罹
患
し
た
妊
婦
か

ら
生
ま
れ
た
小
頭
症
児
の
脳

神
経
が
、
正
常
な
成
長
を
遂

げ
て
い
る
例
が
あ
る
と
の
報

告
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

同
誌
が
掲
載
し
た
の
は
、

伯
国
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル

ス
財
団
や
米
国
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
な
ど
の
研
究
者

が
、
ジ
カ
熱
に
罹
患
し
た
妊

小頭症から回復した例もあると報じた１０日
付Ｇ１サイトの記事の一部

　

新
薬
製
造
の
期
待
が
か
か

る
化
合
物
は
、
カ
ネ
ラ
・
セ
ッ

カ
と
か
カ
ネ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ

と
か
呼
ば
れ
る
植
物
か
ら
抽

出
し
た
成
分
で
作
る
。

　

こ
の
化
合
物
は
内
臓
リ
ー

シ
ュ
マ
ニ
ア
症
や
シ
ャ
ー
ガ

ス
病
な
ど
を
起
こ
す
寄
生
虫

に
有
効
と
見
ら
れ
る
他
、
最

も
貧
し
い
層
の
人
達
を
特
に

苦
し
め
る
、
デ
ン
グ
熱
や
マ

ラ
リ
ア
熱
な
ど
の
炎
症
性
疾

患
の
治
療
に
も
使
え
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。

　

寄
生
虫
や
ウ
イ
ル
ス
が
引

き
起
こ
す
病
気
は
、
熱
帯
地

域
を
中
心
に
、
多
く
の
国
に

住
む
人
々
を
悩
ま
せ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
病
気
の
治
療

薬
は
副
作
用
が
あ
る
物
が
多

く
、
完
治
す
る
前
に
薬
を
使

う
の
を
や
め
て
し
ま
う
患
者

が
多
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

副
作
用
が
少
な
く
、
完
全
に

治
っ
た
と
い
え
る
ま
で
、
安

心
し
て
使
え
る
薬
の
開
発
は

不
可
欠
だ
。

　

カ
ネ
ラ
・
セ
ッ
カ
の
成
分

の
抽
出
と
成
分
配
合
の
比
率

調
整
の
責
任
者
は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

連
邦
大
学
の
ジ
ョ
ア
ン
・
エ

ン
リ
ケ
・
ジ
ラ
ル
ジ
・
ラ
ゴ

研
究
員
だ
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
自
然
界

に
は
、
新
薬
開
発
や
そ
の
改

良
に
役
立
つ
成
分
を
持
つ
植

物
が
あ
る
。
カ
ネ
ラ
・
セ
ッ

供
の
数
の
平
均
を
示
す
。

　

人
口
基
金
の
発
表
に
よ
る

と
、
伯
国
の
場
合
、
生
活

が
不
安
定
な
黒
人
女
性
や

貧
困
女
性
の
合
計
特
殊
出

生
率
ほ
ど
低
下
が
目
立
ち
、

２
０
０
１
年
の
３
・
９
２
人

が
２
０
１
５
年
は
２
・
９
０

人
に
低
下
し
た
と
い
う
。
こ

し
た
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、

人
口
統
計
上
の
指
標
で
、
１

人
の
女
性
が
１
５
歳
か
ら

４
９
歳
ま
で
の
間
に
産
む
子

付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
よ
り
、
１ 

８
日
掲
載
）

　

世
界
人
口
デ
ー
の
１
１

日
、
国
連
人
口
基
金
が
伯
国

で
は
、
黒
人
女
性
や
貧
困
女

性
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
大

き
く
低
下
し
て
い
る
と
発
表

壊
す
予
定
だ
っ
た
が
、
６
月

末
に
裁
判
所
が
取
り
壊
し
作

業
の
中
止
を
命
じ
た
。
市
役

所
は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
の
安

全
性
に
疑
問
が
あ
る
事
を
示

す
書
類
を
提
出
し
た
が
、
作

業
再
開
の
目
処
は
立
っ
て
い

な
い
よ
う
だ
。

（
１
６
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
、

ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
よ
り
、
１
８
日
掲
載
）

て
い
た
と
い
う
。

　

偽
車
両
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
約
８
％
と
い
う
廉
価
で
売

世
界
人
口
デ
ー
で
国
連
が
発
表

合
計
特
殊
出
生
率
に
格
差

１
・
４
％
減
、
サ
ン
タ
カ
タ

リ
ー
ナ
州
の
１
・
３
％
減
、

ミ
ナ
ス
州
の
１
％
減
、
セ
ア

ラ
ー
州
の
０
・９
％
減
、マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
０
・７
％

減
、ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
の
０
・

６
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
北

部
９
州
を
一
括
し
て
み
た
場

合
も
、
０
・
９
％
減
を
記
録

し
た
。

　

工
業
生
産
が
増
え
た
州
は

７
州
だ
が
、
鉱
業
生
産
が

再
開
さ
れ
た
パ
ラ
ー
州
は
、

５
９
・
１
％
増
と
ダ
ン
ト
ツ

の
伸
び
率
を
記
録
し
た
。
そ

れ
以
外
の
地
域
は
、
リ
オ
州

が
８
・
８
％
増
、
ゴ
イ
ア
ス

州
が
１
・
６
％
増
、
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
が
１
・
２
％
増
、
バ

イ
ア
州
が
１
・
１
％
増
、
パ

ラ
ナ
州
が
０
・
７
％
増
、
聖

州
が
０
・
１
％
増
を
記
録
し

た
。

　

他
方
、
昨
年
の
５
月
と
の

比
較
で
は
、
１
５
地
域
中

１
２
地
域
が
生
産
増
を
記
録

し
た
。
特
に
目
立
つ
の
は
南

部
３
州
で
、
パ
ラ
ナ
州
が

２
７
・
８
％
、
南
大
河
州
が

１
９
・
９
％
、
サ
ン
タ
カ
タ

リ
ー
ナ
州
が
１
９
・
３
％
増

を
記
録
し
た
。
他
方
、
生
産

が
減
少
し
た
三
つ
の
地
域
の

中
で
は
エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン

ト
州
の
１
７
・
４
％
減
が
目

立
っ
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の

累
積
で
は
八
つ
の
地
域
が

生
産
増
を
記
録
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
も
目
立
つ
の
は

南
部
３
州
で
、
パ
ラ
ナ
州

が
１
０
・
４
％
増
、
南
大
河

州
が
８
・
８
％
増
、
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
州
が
６
・
１
％

増
を
記
録
。
生
産
が
落
ち

込
ん
だ
七
つ
の
地
域
で
は
、

エ
ス
ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
の

１
１
・８
％
減
が
目
立
っ
た
。

　

直
近
１
２
カ
月
の
工
業
生

産
も
、
八
つ
の
地
域
で
生
産

増
を
記
録
し
た
。
こ
こ
で
も

牽
引
車
は
南
部
３
州
で
、
南

大
河
州
９
・
２
％
増
、
パ
ラ

ナ
州
６
・
３
％
増
、
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
州
５
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、

工
業
生
産
が
減
少
し
た
７
地

域
中
、
落
ち
込
み
が
最
大

だ
っ
た
の
は
エ
ス
ピ
リ
ト
サ

ン
ト
州
で
、
４
・
１
％
減
を

記
録
し
た
。

（
１
２
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・

ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
１
３
日
掲

載
）

工
場
主
親
子
の
名
前
な
ど
は

公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市

警
は
既
に
、
こ
の
親
子
を
告

発
し
て
い
る
。

　

市
警
が
得
た
情
報
に
よ
る

　

伯
国
大
西
洋
岸
の
北
部
か

ら
南
部
に
か
け
て
続
く
森

林
、
マ
タ
・
ア
ト
ラ
ン
チ
カ

に
自
生
す
る
植
物
の
成
分
を

使
い
、
寄
生
虫
な
ど
が
引
き

起
こ
す
病
気
の
治
療
に
使
う

新
薬
を
作
る
試
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

マ
タ
・
ア
ト
ラ
ン
チ
カ
の

植
物
の
持
つ
成
分
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ド
ウ

フ
ォ
・
ル
ッ
ツ
研
究
所
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
連
邦
大
学
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
達

だ
。
こ
の
研
究
は
聖
州
の
調

査
研
究
支
援
機
関
（
財
団
）

の
支
援
を
受
け
て
進
め
ら
れ

て
い
る
。

り
出
さ
れ
て
お
り
、
組
み
立

て
は
注
文
を
受
け
て
行
わ
れ

て
い
た
。
偽
車
両
の
販
売
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。

　

市
警
は
工
場
主
の
親
子
と

従
業
員
１
人
を
連
行
し
て
事

情
聴
取
を
行
っ
た
が
、
３
人

は
そ
の
後
、
釈
放
さ
れ
た
。

安
価
で
効
果
が
高
い
事
が
必

要
だ
が
、
カ
ネ
ラ
・
セ
ッ
カ

の
成
分
を
使
っ
た
新
薬
は
こ

れ
ら
の
条
件
を
満
た
せ
る
と

い
う
。（
１
５
日
付
ア
ジ
ェ

ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、

１
７
日
掲
載
）

と
、
工
場
で
は
、
事
情
聴
取

を
受
け
た
従
業
員
以
外
の
従

業
員
が
い
る
と
い
う
。
担
当

警
部
に
よ
る
と
、
偽
の
車
両

を
製
造
し
て
い
る
事
を
知
り

つ
つ
、
製
造
そ
の
他
の
作
業

に
携
わ
っ
て
い
た
事
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
、
他
の
従

業
員
達
も
、
偽
造
の
罪
に
問

わ
れ
る
と
い
う
。

　

こ
の
工
場
で
製
造
さ
れ
た

偽
の
高
級
車
は
国
内
全
域
で

販
売
さ
れ
て
お
り
、
偽
車
両

が
出
回
っ
て
い
る
事
を
知
っ

た
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
ラ
ン
ボ
ル

ギ
ー
ニ
両
社
が
市
警
に
通
報

し
た
事
で
工
場
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
１
５
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
１
６
日
掲
載
）

婦
や
そ
の
子
供
を
継
続
し
て

観
察
し
て
き
た
結
果
を
報
告

し
た
も
の
だ
。

　

研
究
者
達
は
、
妊
娠
中
に

ジ
カ
熱
に
か
か
っ
た
妊
婦

２
４
４
人
を
継
続
観
察
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
妊
婦

は
、
リ
オ
市
で
ジ
カ
熱
が
流

行
っ
た
２
０
１
５
～
１
６
年

に
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
財

団
の
研
究
所
で
、
ジ
カ
熱
へ

の
感
染
の
有
無
を
調
べ
た
患

し
た
。
も
う
１
人
は
、
頭
蓋

骨
の
手
術
を
行
っ
た
後
に
、

頭
囲
が
回
復
し
始
め
た
。
２

人
共
、
脳
神
経
の
発
達
も
正

常
で
、
２
歳
相
当
の
発
達
を

遂
げ
て
い
る
と
い
う
。

　

だ
が
、
反
対
に
、
出
生
時

は
小
頭
症
で
は
な
か
っ
た
の

に
、
成
長
す
る
の
に
伴
っ
て

症
状
が
現
れ
た
子
供
も
２
人

い
た
と
い
う
。

　

研
究
者
達
に
よ
る
と
、
妊

娠
中
に
ジ
カ
熱
に
罹
患
し
た

妊
婦
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は

常
に
小
頭
症
を
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
出
生
時
に
は

何
の
問
題
も
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
生
後
３
年
間
は
、
脳

神
経
や
聴
覚
の
検
査
と
眼
科

の
診
察
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
。

（
１
０
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
１
１
日
掲
載
）

者
だ
。
彼
女
達
は
、
ジ
カ
熱

に
罹
患
し
た
事
を
示
す
症
状

（
発
熱
や
発
疹
な
ど
）
が
現

れ
た
時
点
で
、
妊
娠
の
時
期

に
は
関
わ
り
な
く
、
観
察
対

象
と
さ
れ
た
。

　

２
４
４
人
の
妊
婦
の
内
、

ジ
カ
熱
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
の
は
２
１
６

人
で
、
出
生
児
の
３
・
７
％

に
あ
た
る
８
人
の
子
供
が
小

頭
症
と
判
断
さ
れ
た
が
、
こ

の
内
の
２
人
が
小
頭
症
か
ら

の
回
復
を
示
し
た
と
い
う
。

　

２
人
の
内
、
１
人
は
成
長

す
る
に
従
っ
て
頭
囲
が
回
復

　

サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
イ

タ
ジ
ャ
イ
市
で
１
５
日
、
偽

の
高
級
車
を
製
造
し
て
い
た

工
場
が
見
つ
か
り
、
組
み
立

て
て
い
る
最
中
の
車
８
台
な

歴
者
、
高
所
得

者
よ
り
、
低
所

得
者
が
高
か
っ

た
。
特
に
、
ア

ポ
ロ
１
１
号
の

月
面
到
着
が
起

き
た
１
９
６
９

年
に
は
既
に
生

ま
れ
て
い
た

６
０
歳
以
上
の

人
は
、
嘘
と
答

え
た
人
の
割
合

が
３
６
％
と
突

出
し
て
い
た
。

（
１
４
、１
６
日
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（５） ２０１９年第５２８６号  ７月 １９日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO

DŌ – A CAMINHO DA 
SERENIDADE
Onde: Japan House São 
Paulo (Avenida Paulista 
52, Térreo,  Bela Vista)
De 29/06 a 04/08/2019
Horário: 3ª a Sábado das 
10h às 20h e Domingos e 
feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratui-
ta
Informações: 11/3090-
8900 www.japanhouse.jp/
saopaulo
Apresentações sobre a 
arte da Ikebana
Quartas-feiras – 03, 10, 
17, 24 e 31/07/2019
Quintas-feiras – 
04,11,18,25/07/2019 e 
01/08/2019
Sextas-feiras – 05, 12, 19, 
26/07/2019 e 02/08/2019
Sempre em duas sessões, 
às 16h e 18h
Participação Gratuita
Demonstrações de Ikeba-
na: Montagem de arranjos
Dias 09, 16, 23 e 
30/07/2019, às 11h
Participação Gratuita
Workshop: Ikebana para 
Crianças
Dias 20 e 31/07/2019 com 
sessões às 14h e às 16h30
Duração: 1h
Participação Gratuita
Professora: Kazue Takada
Ingressos distribuídos 
uma hora antes do evento 
na recepção (20 vagas por 
sessão).

JULIO GONZÁLEZ – 
ESPAÇO E MATÉRIA
Curadoria: Elena Llorens
Coleção: Museu Nacional 
d´Art de Catalunya
Onde: Instituto Tomie 
Ohtake (Rua Coropés 88, 
Pinheiros) 
De 05/06 a 04/08/2019
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratui-
ta 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

E PARA QUE POE-
TAS EM TEMPO DE 
POBREZA? CINEPO-
EMAS DE CARLOS 
ADRIANO
Curadoria: Priscyla Go-
mes.
Onde: Instituto Tomie 
Ohtake (Rua Coropés 88, 
Pinheiros) 
De 18/06 a 28/07/2019 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratui-
ta 
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

TOMIE OHTAKE BRA-
SA RUBOR
Curadoria: Paulo Miyada
Onde: Instituto Tomie 
Ohtake (Rua Coropés 88, 
Pinheiros) 
Inicio 07/03/2019 
Horário: 3ª a domingo das 
11h às 20h
Informações: 11/2245-
1900 ou www.institutoto-
mieohtake.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS 
– PARQUE DO IBIRA-
PUERA 
Onde: Pavilhão Japonês 
(Parque do Ibirapuera – 
portão 10 - próx. ao Pla-
netário e ao Museu Afro 
Brasil) 
Visitação: quarta-feira, 
sábado, domingo e feria-
dos 
Horário: das 10h às 12h e 
das 13h às 17h 

CASARÃO DO CHÁ – 
MOGI DAS CRUZES/
SP 
Onde: Casarão do Chá 
(Estrada Do Chá cx 05, 
acesso pela Estrada do 
Nagao, km 3, Cocuera, 
Mogi das Cruzes/SP) 
Visitação: Todos os do-
mingos das 9h às 17h 
Durante a semana visitas 
monitoradas: Escolas – 
visitação gratuita; Grupos 
Turisticos – R$100,00 até 
30 pessoas. Agendamen-
tos 11/4792-2164 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-
2164 e www.casaraodo-
cha.org.br 

EVENTO 

KARAOKE-DANCE 
DO NIKKEY CULTU-
RAL
Onde: NIKKEY CULTU-
RAL II (Rua BARAO DE 
IGUAPE 135 2 ANDAR)
TODAS AS QUINTAS E 
SÁBADOS
Horário: 8h às 16h (Serve 
Almoço)
Informações:  11/99857-
3845 com Iritsu
De TERÇAS E SÁBA-
DOS
Aulas de Tango com o 
Prof Hudson Falasca 
(Curso de Férias)
Informações: 11/94851-
3627

60ª FESTA DO OVO 
DE BASTOS/SP
Onde: Recinto de Exposi-
ções Kisuke Watanabe – 
Bastos (SP)
De 18 a 21/07/2019
Horario: 18 das 14h 
às 21h30; 19 das 7h às 
22h30; 20 das 8h30 às 
23h; e 21 das 10h às 21h.
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 14/3478-
1209 e Site: www.acenba.
nw.org.br  

24º TANABATA ARA-
RAQUARA/SP
Onde: Assoc Cult Nipo 
Brasileira de Araraqua-
ra (Rua Dr José Barbieri 
Neto 434, Jd Botanico, 
Araraquara/SP)
De 19 a 21/07/2019
Horario: 19 e 20 às 19h; e 
21 das 12h às 18h.
Ingresso: Entrada Gratui-
ta (1 kg de alimento não 
perecível por pessoa)

34 CONCURSO BRA-
SILEIRO DA CANÇÃO 
JAPONESA – CURITI-
BA/PR
Onde: Nikkei Curitiba 
(Rua Padre Júlio Saavedra 
598, Curitiba/PR)
De 19 a 21/07/2019

Horário: 8h30
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 41/3277-
4123

AOBA MATSURI 
Feira de verduras frescas 
e comidas caseiras. 
Onde: Miyagui Kenjin 
Kai (Rua Fagundes 152, 
Liberdade) 
Dia 20/07/2019 
Horário: 9h às 18h 
Informações: 11/3209-
3265

LAMEN FEST SÃO 
PAULO
Onde: Osaka Naniwa Kai 
(Rua Domingos de Mo-
rais 1581, Vila Mariana)
Dia 20/07/2019
Horario: 18h às 20h30
Ingresso: R$40,00 (An-
tecipado) http://itamae
-eco.com.br/produto/lf
-200719sp-1/ 

CALDO VERDE – 
SANTOS/SP
Onde: Assoc Japonesa de 
Santos (Rua Paraná 129, 
Vila Matias, Santos/SP)
Dia 20/07/2019
Convite: R$20,00 Convi-
tes Limitados
Informações: 13/3222-
3268

36º FESTIVAL KODO-
MO NO SONO
Onde: Kodomo no Sono 
(Rua Professor Hasegawa 
1198, Itaquera)
Dias 20 e 21/07/2019
Horário: Sábado das 10h 
às 17h e domingo das 9h 
às 17h
Ingresso: Entrada Gratuita
Transporte: Gratuito do 
Metrô Itaquera a partir 
das 8h
Informações: 11/3208-
3949 e www.festivalko-
domonosono.com.br 

FESTA DO MORAN-
GO NO PARQUE DA 
AGUA BRANCA
Onde: Parque da Água 
Branca (Av Francisco 
Matarazzo 455, Metro 
Barra Funda)
Dias 20 e 21/07/2019
Horario: 9h às 19h
Ingresso: Entrada Gratuita

51ª FESTA DA CERE-
JEIRA DE CAMPOS 
DO JORDÃO/SP 
Onde: Av Tassaburo 
Yamaguchi 2173, Vila Al-
bertina, Campos do Jor-
dão/SP
Dias 20, 21, 27 e 28/07 e 
03,04,10 e 11/08/2019
Horario: 9h às 16h
Ingresso: R$20,00
Informações: 12/3662-
2911  

FESTA DA CEREJEI-
RA DE NOVA FRI-
BURGO/RJ – HANAMI 
2019
Onde: Sítio Florândia da 
Serra – Família Matsuoka 
(Rod. RJ 130, Nova Fri-
burgo, Teresópolis,
Nova Friburgo/RJ) 
Dias 20 e 21/07/2019
Horario: 10h às 16h
Ingresso: R$10,00
Informações: Facebook 

Festa Cerejeira Nova Fri-
burgo 2019  

OSASCO ANIME FEST 
2019
Onde: Centro de Eventos 
Pedro Bortolosso (Av Vis-
conde de Nova Granada 
513, km 18, Osasco/SP) 
Dias 20 e 21/07/2019
Ingresso: Entrada Gratuita

KARAOKÊ-DANCE 
NIKKEY CULTURAL
Pioneiro nessa atividade 
cujo objetivo é de pro-
porcionar um ambiente 
familiar onde os freqüen-
tadores cantam suas mú-
sicas preferidas e dançam 
ritmos como o chá chá chá 
, rumba, forro , samba e 
country. 
Onde: Assoc. Cultural 
Tokushima Kenjin do 
Brasil (Av Dr Antonio 
Maria Laert 275, 100m do 
Metro Tucuruvi) 
Dia 21/07/2019 
Horário: 8h às 18h e das 
18h às 22h Bailes com 
música ao vivo.
Informações: 11/99857-
3845 com Iritsu 

23º LAMEN MATSURI
Onde: Assoc Hokkaido de 
Cult e Assistencia (Rua 
Joaquim Tavora 605, Vila 
Mariana)
Dia 21/07/2019
Horário: 11h30
Ingresso: Entrada Gratuita 

MAI GUKURU
Onde: Assoc Okinawa 
Kenjin do Brasil (R Dr 
Tomás de Lima 72, Liber-
dade)
Dia 21/07/2019
Horário: 14h
Ingressos: Entrada Gra-
tuita
Informações: 11/3106-
8823

2º FESTIVAL DAS CE-
REJEIRAS DO SÍTIO 
CHIBANA – SAKURA 
MATSURI – IBIÚNA/
SP
Onde: Sitio Chibana (Estr 
Municipal Manoel Cle-
mente S/N, Entrada pelo 
Km 63 da Rod Bunjiro 
Nakao, Ibiúna/SP)
Dia 21/07/2019
Horario: 10h às 17h
Ingresso: Entrada Gratui-
ta (doação de 1 kg de ali-
mento não perecível)
Estacionamento: Carro 
R$30,00, Van R$100,00 e 
Ônibus R$200,00
Informações: 11/99633-
4341

8º EDIÇÃO OTAKU 
ZONE 2019 – TAGUA-
TINGA NORTE/DF
Onde: Centro Cultural do 
Taguaparque, Taguatinga/
DF
Dia 21/07/2019
Horário: 10h30
Ingressos: R$30,00
Informações: 61/3562-
3573

3ª FEIJOADA FEST – 
DIADEMA/SP
Onde: Diadema Bunka 
Kyokai (Rua Marechal 
Juarez Távora 521, V Éli-

da, Diadema/SP)
Dia 21/07/2019
Horário: 11h30
Ingressos: R$28,00 
(Individual Adulto) 
crianças até 06 anos 
não pagam acompa-
nhados de adulto.

BAILE ALLEGRO
Animação: DIAS 
SHOW e vários 
Personal Dancers
Onde: Salão Social do 
Miyagui Kenjin (Rua 
Fagundes 152, Liber-
dade)
Dia 27/07/2019
Horário: 17h às 22h
Jantar: Buffet Elisa 
Culinária Oriental 
(por quilo)
Reservas com Beth 
: 11/3209-2609 e 
11/99904-2237 e 
E-mail: bethpromo-
ter@gmail.com

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail:cris_kisihara@hotmail.com
TEL: 11/3340-6060

CURSO 

CURSO DE CERÂMICA
Com: MAKOTO FUKUZAWA (Cera-
mista e Presidente da CCBrás)
Onde: Rua Fidalga 960, Vila Madalena
Dias: Segunda: 14h às 17h; Terça: 18h30 
às 21h30; e Sábado: 9h às 16h
Informações: makotoformaefogo@
gmail.com 

CURSOS DA NIKKEY CULTURAL 
Onde: Rua Tomas Gonzaga 95, 4andar, 
Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (japones, in-
glês e espanhol), teclado, informatica 
para a 3ª idade e dança de salão. E agora 
Curso de Tênis de Mesa.
Informações: 11/99857-3845 Iritsu 

PALESTRA

PALESTRA GRATUITAS DO CIATE
JULHO/2019
23/07 – Terça-feira– 14h às 16h – “Usos 
e Costumes do Japão” – Palestrante: José 
Vanzelli – Professor de Japonês no CIA-
TE 
25/07 – Quinta-feira – 14h às 16h – “Au-
toestima, Porque é Importante Ter?” – 
Palestrante: Marcos Suguiura – Psicólo-
go 
Onde: Ciate (Rua São Joaquim 381, 1an-
dar, sala 12)
Inscrições e Informações: 11/3207-9014

A ARTE DA IKEBANA
Onde: Japan House São Paulo (Avenida 
Paulista 52, 2ºandar, Bela Vista)
Demostrações práticas: Dias 23 e 
30/07/2019 às 11h
Conversas com especialistas: Dias 24 e 
31/07/2019, Dias 25/07 e 01/08/2019; e 
Dias 26/07 e 02/08/2019 às 16h e 18h
Ingresso: Entrada Gratuita (Com retirada 
de senha, vagas limitadas) 
Informações: 11/3090-8900 www.japa-
nhouse.jp/saopaulo

EXCURSÃO

HOTEL THERMAS DE TAIYO – NI-
KKEY CULTURAL
Saída: 12/08/2019 às 20h da Rua da Gló-
ria 503, Liberdade
Retorno: 15/08/2019 após o jantar.
Preço Promocional.
Reservas: 11/3751-9910 Emília ou 
11/99857-3845 Iritsu (WhatsApp)

週
末
お
で
か
け
情
報
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し
か
な
い
。
一ひ

と

つ
は
も
う
米べ

い

国こ
く

に
決き

ま
り
。
来ら

い

年ね
ん

３
月が

つ

に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る

予よ

選せ
ん

大た
い

会か
い

で
、
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
な
い

と
も
う
一ひ

と

つ
に
な
れ
な
い
。
で

も
カ
ナ
ダ
、
ド
ミ
ニ
カ
と
か

強き
ょ
う

豪ご
う

が
ひ
し
め
い
て
い
る
」

と
苦く

る

し
そ
う
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
浮う

か

べ
た
。
そ
こ
を
な
ん
と
か
、

頑が
ん

張ば

っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

７
月が

つ

１
７
日に

ち

に
行お

こ
な

わ
れ

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ボ
リ
ビ
ア
移い

住
じ
ゅ
う

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
で

　
「『
モ
ニ
カ
の
仲な

か

間ま

た
ち
』
が
先せ

ん

頭と
う

き
っ
て
、
代だ

い

表ひ
ょ
うチ
ー
ム
の
応お

う

援え
ん

に
駆か

け
つ
け
る
。
み
ん
な
で
応お

う

援え
ん

し
よ
う
！
」
―
―
伯は

っ

国こ
く

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
マ
ン
ガ
家か

マ
ウ
リ
シ
オ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
氏し

は
、
代だ

い

表ひ
ょ
うユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着き

た
人に

ん

気き

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵え

を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
に
写う

つ

し
、そ
う
呼よ

び
か
け
る
と
歓か

ん

声せ
い

が
上あ

が
っ
た
。
聖せ

い

市し

ジ
ャ
パ
ン・ハ
ウ
ス
で
１
７
日に

ち

晩ば
ん

、ブ
ラ
ジ
ル
五ご

輪り
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
Ｃ

Ｏ
Ｂ
、
パ
ウ
ロ
・
ワ
ン
デ
ル
レ
イ
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
会か

い

長ち
ょ
う）
と
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
特と

く

別べ
つ

イ
ベ

ン
ト
「
東と

う

京き
ょ
う２
０
２
０
ま
で
あ
と
１
年ね

ん

」
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

や
各か

く

競き
ょ
う

技ぎ

の
連れ

ん

盟め
い

役や
く

員い
ん

、
元も

と

五ご

輪り
ん

メ
ダ
ル
選せ

ん

手し
ゅ

ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
、華は

な

や
か
な
雰ふ

ん

囲い

気き

の
中な

か

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

は
１
年ね

ん

後ご

、来ら
い

年ね
ん

７
月が

つ

２
４
日か

に
開か

い

会か
い

す
る
。

は
、
在ざ

い

ボ
リ
ビ
ア
日に

本ほ
ん

大た
い

使し

館か
ん

が
企き

画か
く

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安あ

達だ
ち

由ゆ

香か

さ

ん
が
取し

ゅ

材ざ
い

等な
ど

を
務つ

と

め
た
記き

念ね
ん

映え
い

像ぞ
う

が
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
た
。
こ
の

動ど
う

画が

に
は
、
１
２
０
年ね

ん

に
わ

た
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
ボ
リ

ビ
ア
と
の
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
現げ

ん

在ざ
い

ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
公こ

う

開か
い

さ
れ
て
お
り
、

１
６
分ぶ

ん

の
長

ち
ょ
う

編へ
ん

（http
s://

youtu.be/T
lA
ePcS0

-
D
o

）
と
６
分ぶ

ん

の
短た

ん

編ぺ
ん

（h
ttp
s
://y

o
u
tu
.

こ
と
は
、
東と

う

京き
ょ
う２
０
２
０
ま

で
あ
と
１
年ね

ん

は
更さ

ら

に
早は

や

い
。

２
０
１
６
年ね

ん

か
ら
の
準

じ
ゅ
ん

備び

は
、

最さ
い

終し
ゅ
う

直ち
ょ
く

線せ
ん

に
入は

い
っ
た
。
一い

っ

気き

に
駆か

け
抜ぬ

け
よ
う
！
」
と
、

元も
と

柔じ
ゅ
う

道ど
う

ト
レ
ー
ナ
ー
ら
し
く

勢い
き
おい
よ
く
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

司し

会か
い

は
、
女じ

ょ

子し

バ
レ
ー
代だ

い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

手し
ゅ

と
し
て
ア
ト
ラ
ン
タ

五ご

輪り
ん

（
銅ど

う

）、
シ
ド
ニ
ー
五ご

輪り
ん

（
銅ど

う

）
の
黄お

う

金ご
ん

期き

を
築き

ず

い

た
有ゆ

う

名め
い

人じ
ん

ヴ
ィ
ル
ナ
さ
ん
が

担た
ん

当と
う

。「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル

に
１
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

か
ら

様さ
ま

々ざ
ま

な
貢こ

う

献け
ん

を
し
て
い
る
が
、

中な
か

で
も
ス
ポ
ー
ツ
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

は

格か
く

別べ
つ

。
今い

ま

ま
で
に
全ぜ

ん

五ご

輪り
ん

競
き
ょ
う

技ぎ

を
通と

お

し
て
一い

ち

番ば
ん

多お
お

く
メ
ダ

ル
を
も
た
ら
し
た
の
も
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

で
、
な
ん
と
２
２
個こ

。
だ
か

ら
こ
こ
で
開か

い

催さ
い

す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
語か

た

り
、
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領
り
ょ
う

事じ

に
マ
イ
ク
を
渡わ

た

し
た
。

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

は
「
ブ
ラ
ジ
ル
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の
向こ

う

上じ
ょ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
た
こ
と

を
大た

い

変へ
ん

誇ほ
こ

り
に
思お

も

う
の
と
同ど

う

時じ

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
９
０
年ね

ん

代だ
い

に
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
に
一い

ち

流り
ゅ
う

選せ
ん

手し
ゅ

を
た
く
さ
ん
送お

く

り
込こ

ん
で
く
れ
、
日に

本ほ
ん

の
レ
ベ
ル
を

あ
げ
て
く
れ
た
こ
と
を
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
い
。
来ら

い

年ね
ん

は
ぜ
ひ
東と

う

京
き
ょ
う

へ
五ご

輪り
ん

観か
ん

戦せ
ん

に
来き

て
ほ
し
い
」

と
呼よ

び
か
け
た
。

連れ
ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
、

市し

民み
ん

省し
ょ
うス
ポ
ー
ツ
特と

く

別べ
つ

局
き
ょ
く

（
旧き

ゅ
う
ス
ポ
ー
ツ
省し

ょ
う
）
の
デ
ッ
シ

オ
・
ブ
ラ
ジ
ル
局

き
ょ
く

長ち
ょ
うは
「
１
９

年ね
ん

予よ

算さ
ん

は
政せ

い

府ふ

全ぜ
ん

体た
い

の
支し

出
し
ゅ
つ

が
削さ

く

減げ
ん

さ
れ
た
の
に
伴と

も
ない
、
ス

ポ
ー
ツ
も
減へ

っ
た
。ロ
テ
リ
ア・

フ
ェ
デ
ラ
ル
売う

り

上あ

げ
か
ら
の
選せ

ん

手し
ゅ

育い
く

成せ
い

資し

金き
ん

は
今い

ま

停て
い

止し

さ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
な

ん
と
か
解か

い

除じ
ょ

し
て
各か

く

連れ
ん

盟め
い

に

出だ

せ
な
い
か
検

け
ん
と

討う

す
る
」
と

語か
た

る
と
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
か
ら
拍は

く

手し
ゅ

が
上あ

が
っ
た
。

　

五ご

輪り
ん

委い

員い
ん

会か
い

ス
ポ
ー
ツ
部ぶ

の
ジ
ョ
ル
ジ
・
ビ
シ
ャ
ラ
部ぶ

長
ち
ょ
う

は
「
水す

い

泳え
い

の
岡お

か

本も
と

哲て
つ

夫お

、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の
石い

し

井い

千ち

秋あ
き

ら
日に

本ほ
ん

人じ
ん

・

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
五ご

輪り
ん

貢こ
う

献け
ん

に
は
目め

覚ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
リ

オ
五ご

輪り
ん

の
時と

き

、
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

団だ
ん

が
や
っ
た
こ
と
の
逆ぎ

ゃ
くを
我わ

れ
わ
れ々

は

準じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
。
１
２
時じ

間か
ん

の
時じ

差さ

、
食

し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

の
違ち

が

い
な

ど
を
補お

ぎ
な
う
。
あ
と
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

で
、

リ
マ
で
は
パ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン

大た
い

会か
い

が
始は

じ

ま
る
。
そ
し
て
本ほ

ん

番ば
ん

は
１
年ね

ん

後ご

の
東と

う

京き
ょ
うだ
」
と

　

１
５
日に

ち

に
ペ
ル
ー
か
ら
ボ

リ
ビ
ア
入い

り
さ
れ
た
眞ま

子こ

さ

ま
は
、
１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

に
ロ
ス
・
タ
ヒ
ボ
ス
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ボ
リ
ビ

ア
移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
に
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
た
。

　

ボ
リ
ビ
ア
政せ

い

府ふ

か
ら
は
、

ア
ル
バ
ロ
・
ガ
ル
シ
ア
・
リ

ネ
ラ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

代だ
い

行こ
う

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
約や

く

２
５
０
人に

ん

（
主し

ゅ

催さ
い

者し
ゃ

発は
っ

表ぴ
ょ
う）
で
記き

念ね
ん

の
年と

し

を
祝い

わ

っ

た
。
ボ
リ
ビ
ア
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

中ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
る
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

、
ボ

リ
ビ
ア
日に

っ

系け
い

協き
ょ
う

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

の
安あ

仁に

屋や

滋し
げ
る

事じ

務む

局
き
ょ
く

長ち
ょ
うに
、
当と

う

日じ
つ

の
様よ

う

子す

を
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

　

こ
の
日ひ

、
眞ま

子こ

さ
ま
は
淡あ

わ

い
色い

ろ

を
基き

調ち
ょ
うに
緑み

ど
り

の
楓か

え
で

が
描か

か
れ
た
着き

物も
の

を
お
召め

し

に
な
り

ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

　

日ひ

比び

野の

正ま
さ

靭ゆ
き

式し
き

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

日に

本ほ
ん

の
７
都と

市し

名め
い

を
記し

る

し
た

キ
ャ
ン
プ
地ち

の
地ち

図ず

を
示し

め

し

た
。

　

漫ま
ん

画が

家か

マ
ウ
リ
シ
オ
氏し

に

続つ
づ

い
て
、
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

の
ロ
ジ

ェ
リ
オ
・
サ
ン
パ
イ
オ
理り

事じ

は
「
ブ
ラ
ジ
ル
局

き
ょ
く

長ち
ょ
うの
言こ

と

葉ば

は
各か

く

連れ
ん

盟め
い

に
勇ゆ

う

気き

を
与あ

た

え
た
。

日に

本ほ
ん

に
は
世せ

界か
い

で
３
番ば

ん

目め

に

大お
お

き
な
在ざ

い

外が
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

あ
る
か
ら
、
応お

う

援え
ん

団だ
ん

に
は
事こ

と

欠か

か
な
い
。
あ
と
わ
ず
か
１

年ね
ん

、
所ゆ

縁か
り

の
深

ふ
か
い

日に

本ほ
ん

だ
か
ら
、

よ
り
良よ

い
成せ

い

績せ
き

を
残の

こ

し
て
ほ

し
い
」
と
締し

め
く
く
っ
た
。

員い
ん

長ち
ょ
う（
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

）
が
挨あ

い

拶さ
つ

し
、

続つ
づ

い
て
安あ

倍べ

晋し
ん

三ぞ
う

内な
い

閣か
く

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

、
河こ

う

野の

太た

郎ろ
う

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

、
愛え

媛ひ
め

県け
ん

、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

か
ら

の
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
披ひ

露ろ
う

し
た
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
、
お
言こ

と

葉ば

で

「
ボ
リ
ビ
ア
で
は
す
で
に
日に

っ

系け
い

６
世せ

い

の
方か

た

が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
て
い

る
と
伺う

か
が

い
ま
し
た
。
ま
た
、

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

す

る
若わ

か

い
世せ

代だ
い

の
方か

た

々が
た

も
増ふ

え

て
い
る
と
伺う

か
が

い
、
喜よ

ろ
こ

ば
し
く

来
らい

社
しゃ

した飯
いい

田
だ

さん、大
おお

瀧
たき

渉
しょう

外
がい

部
ぶ

長
ちょう

　

０
４
年ね

ん

か
ら
毎ま

い

年と
し

来ら
い

伯は
く

し
、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うや
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
復ふ

っ

興こ
う

支し

援え
ん

、
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協
き
ょ
う

会か
い

ビ
ル
の
文ぶ

ん

化か

ホ
ー
ル
支し

援え
ん

の
た
め
に
、
各か

く

地ち

で
公こ

う

演え
ん

を

行お
こ
な

っ
て
き
た
歌か

手し
ゅ

の
中な

か

平ひ
ら

マ
リ
コ
さ
ん
（
６
１
、大お

お

阪さ
か

府ふ

）。

５
月が

つ

１
６
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

し
、
す

で
に
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
な
ど
コ
ロ
ニ
ア

各か
く

地ち

の
イ
ベ
ン
ト
で
歌う

た

声ご
え

を

披ひ

露ろ
う

し
た
。
今こ

年と
し

も
１
０
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
んま
で
滞た

い

在ざ
い

し
て
活か

つ

動ど
う

を

行お
こ
なう
予よ

定て
い

だ
。

　

中な
か

平ひ
ら

さ
ん
は
自じ

費ひ

で
毎ま

い

年と
し

来ら
い

伯は
く

し
、
各か

く

地ち

で
イ
ベ
ン
ト

に
参さ

ん

加か

。
販は

ん

売ば
い

し
た
Ｃ
Ｄ
の

収し
ゅ
う

益え
き

は
日に

っ

系け
い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

に
寄き

付ふ

し
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

で
も
コ
ン

サ
ー
ト
や
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
の
訪ほ

う

問も
ん

を
通と

お

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
伝つ

た

え
る
活か

つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。

　

今こ

年と
し

も
９
月が

つ

１
日た

ち

に
は
文ぶ

ん

協き
ょ
う

主し
ゅ

催さ
い

「
第だ

い

５
回か

い

さ
ぁ
〜
始は

じ

め
よ
う
」
を
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で

開か
い

催さ
い

す
る
。
同ど

う

イ
ベ
ン
ト
は
、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

地ち

下か

の
文ぶ

ん

化か

ホ
ー
ル
の

設せ
つ

営え
い

資し

金き
ん

を
支し

援え
ん

す
る
た
め

に
１
６
年ね

ん

か
ら
開か

い

催さ
い

。
花は

な

柳や
ぎ

金き
ん

龍り
ゅ
う

会か
い

に
よ
る
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、

斉さ
い

藤と
う

悟さ
と
る

氏し

の
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

舞ぶ

踊よ
う

、
ブ

ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

の
ス

テ
ー
ジ
な
ど
豪ご

う

華か

演え
ん

芸げ
い

が
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
る
。

　

文ぶ
ん

化か

ホ
ー
ル
は
移い

民み
ん

史し

料
り
ょ
う

館か
ん

と
共と

も

に
、
日に

本ほ
ん

の
衣い

食し
ょ
く

住
じ
ゅ
う

な
ど
の
文ぶ

ん

化か

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
目も

く

的て
き

で
設も

う

け
ら
れ
、
５
月が

つ

末ま
つ

の

「
第だ

い

１
３
回か

い

文ぶ
ん

化か

祭ま
つ

り
」
で

も
使し

用よ
う

さ
れ
た
。
だ
が
完か

ん

成せ
い

に
は
至い

た

っ
て
い
な
い
。

　

中な
か

平ひ
ら

さ
ん
は
１
６
年ね

ん

に
完か

ん

成せ
い

が
遅お

く

れ
て
い
る
こ
と
を
知し

り

「
先せ

ん

人じ
ん

の
開か

い

拓た
く

の
歴れ

き

史し

を
伝つ

た

え
る
手て

伝つ
だ

い
が
し
た
い
」
と

思お
も

い
立た

っ
た
。「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

で
も

b
e/9
jP5
d4
H
cU
sM

）

が
視し

聴ち
ょ
う

可か

能の
う

。
ぜ
ひ
鑑か

ん

賞し
ょ
うし

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

中な
か

平ひ
ら

マ
リ
コ
さ
ん
が
初は

つ

来ら
い

伯は
く

し
た
頃こ

ろ

、
ス
テ
ー
ジ
で
童ど

う

謡よ
う

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
披ひ

露ろ
う

し
た
と
こ
ろ
、
古ふ

る

く
か
ら

伝つ
た

わ
る
日に

本ほ
ん

の
楽が

っ

曲き
ょ
くを
聞き

け

た
こ
と
に
感か

ん

動ど
う

し
、
手て

を
合あ

わ
せ
て
拝お

が

む
観か

ん

客き
ゃ
く
が
い
た
そ

う
。「
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

り
た
く
て
も

叶か
な

わ
な
い
人ひ

と

も
い
る
。
そ
ん

な
人ひ

と

の
心こ

こ
ろ

に
日に

本ほ
ん

の
歌う

た

を
届と

ど

け
た
い
」、
中な

か

平ひ
ら

さ
ん
は
そ
う

真し
ん

剣け
ん

な
様よ

う

子す

で
語か

た

っ
た
。
中な

か

平ひ
ら

さ
ん
の
よ
う
な
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
も
っ

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
今こ

ん

後ご

も
っ
と
ブ

ラ
ジ
ル
を
訪お

と
ず

れ
る
こ
と
を
願ね

が

い
た
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

大お
お

空ぞ
ら

不ふ

動ど
う

産さ
ん

（
リ
ベ
ル

ダ
ー
デ
区く

グ
ロ
リ
ア
街が

い

４
６ 

６
番ば

ん

）
で
は
先せ

ん

週し
ゅ
う

土ど

曜よ
う

日び

、

１
３
日に

ち

未み

明め
い

に
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
出し

ゅ
っ
か火
し
て
ボ
ヤ
と
な
っ

た
。
す
ぐ
に
消け

し
止と

め
ら
れ

た
が
、
カ
ベ
が
ス
ス
で
真ま

っ

「
所ゆ

縁か
り

の
深ふ

か

い
日に

本ほ
ん

で
良よ

い
成せ

い

績せ
き

を
！
」

ブ
ラ
ジ
ル
五ご

輪り
ん

委い

員い
ん

会か
い

が
開か

い

催さ
い

思お
も

っ
て
お
り
ま
す
」
と
述の

べ
、

こ
の
歴れ

き

史し

が
未み

来ら
い

に
引ひ

き
継つ

が
れ
る
こ
と
を
願ね

が

い
「
ム
チ

ャ
ス
・
グ
ラ
シ
ア
ス
」
と
締し

め
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

は
、
午ご

後ご

１
２
時じ

１
０
分ぶ

ん

か
ら
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
移い

住じ
ゅ
う１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の

た
め
に
作さ

っ

曲き
ょ
くさ
れ
た
「L

o
s 

P
io
n
ero
s

」、
美み

藤ふ
じ

会か
い

の

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

國こ
く

祭ま
つ

り
太だ

い

鼓こ

ボ
リ
ビ
ア
支し

部ぶ

の
演え

ん

舞ぶ

が

眞ま

子こ

さ
ま
ご
臨り

ん

席せ
き

し
盛せ

い

大だ
い

に

ボ
リ
ビ
ア
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

120
周し

ゅ
う

年ね
ん

コ
ロ
ニ
ア
を
愛あ

い

し
歌う

た

い
続つ

づ

け
る

中な
か

平ひ
ら

マ
リ
コ
さ
ん
、
１
６
年ね

ん

目め

披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。
最さ

い

後ご

に
式し

き

典て
ん

に
駆か

け
つ
け
た
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
小お

川が
わ

洋ひ
ろ
し

知ち

事じ

が
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ

た
。

　

祝
し
ゅ
く

賀が

会か
い

後ご

、
眞ま

子こ

さ
ま
は

戦せ
ん

前ぜ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

孫そ
ん

と
ご
接せ

っ

見け
ん

さ
れ
、
普ふ

段だ
ん

合あ

う
機き

会か
い

の
少す

く

な
い
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

間か
ん

の
親し

ん

睦ぼ
く

を

深ふ
か

め
る
機き

会か
い

と
な
っ
た
。

　

眞ま

子こ

さ
ま
は
１
５
日に

ち

に
ラ

パ
ス
市し

に
到と

う

着ち
ゃ
く
し
、
エ
ボ
・

モ
ラ
レ
ス
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うを
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

。
１
６
日に

ち

に
は
ラ
パ
ス
民み

ん

族ぞ
く

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

を
視し

察さ
つ

し
、
サ
ン

タ
ク
ル
ス
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
生せ

い

徒と

ら
と
交こ

う

流り
ゅ
うさ
れ
た
。

　

今こ
ん

後ご

は
サ
ン
タ
ク
ル
ス
中

ち
ゅ
う

央お
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

、
サ
ン
フ
ア
ン

移い

住じ
ゅ
う

地ち

、
オ
キ
ナ
ワ
移い

住
じ
ゅ
う

地ち

を
ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
、
２
０
日か

に
帰き

路ろ

に
つ
か
れ
る
。

　
２
０
日か

（
土ど

曜よ
う

日ひ

）

　

青あ
お

葉ば

祭ま
つ

り
（
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

）、
午ご

前ぜ
ん

７
時じ

、
同ど

う

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
u
a Fag

u
n
d
es, 

152
, Liberdade

）

　
　
　
　
　

◎

　

桜さ
く
ら

ま
つ
り
（
さ
く
ら
ホ
ー

ム
、
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
）、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

、
同ど

う

ホ
ー
ム
（A

v. 
T
a
ssa
b
u
ro Y

a
m
a
-

g
u
ch
i, 2
.18
0
, V
ila 

A
lb
ertin

a, C
am
p
os 

do Jordão

）、
２
０
日か

〜

８
月が

つ

１
１
日に

ち

の
週

し
ゅ
う

末ま
つ

８
日か

間か
ん

開か
い

催さ
い

　
　
　
　
　

◎

　

全ぜ
ん

伯ぱ
く

相す

撲も
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

（
ブ
ラ
ジ
ル
相す

撲も
う

連れ
ん

盟め
い

）、
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

、
聖せ

い

市し

ボ
ン
・
レ
チ

ー
ロ
区く

の
常

じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
う

場ば（Av. 
P
resid

en
te C
astelo 

B
ranco, 5

4
4
6

）、
２
１

日に
ち

も
開か

い

催さ
い

　
　
　
　
　

◎

　

こ
ど
も
の
そ
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

こ

ど
も
の
そ
の
）、
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

、
同ど

う

園え
ん

（R
u
a P
ro
-

fe
sso
r H
a
seg
aw
a
, 

11
9
8
, Ita

q
u
e
ra

）、

２
１
日に

ち

も
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら

開か
い

催さ
い

　
２
１
日に

ち

（
日に

ち

曜よ
う

日び

）

　

北ほ
っ

海か
い

道ど
う

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り

（
は
ま
な
す
会か

い

、
一い

っ

心し
ん

）、
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

館か
ん

（R
ua Joa-

q
u
im
 T
avo
ra, 6

0
5
, 

V
ila M

arian
a

）

東
とう

京
きょう

２０２０まであと１年
ねん

（７） ２０１９年第５２８６号  ７月 １９日 （金曜日）

野
の

口
ぐち

総
そう

領
りょう

事
じ

の右
みぎ

がワンデルレイＣＯＢ会
かい

長
ちょう

、ブラジル局
きょく

長
ちょう

、その他
た

の
来
らい

賓
ひん

、元
もと

メダル選
せん

手
しゅ

らが記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

ボリビア日
に

本
ほん

人
じん

移
い

住
じゅう

１２０周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

にご臨
りん

席
せき

された眞
ま

子
こ

さま（ボリ
ビア日

にっ

系
けい

協
きょう

会
かい

連
れん

合
ごう

会
かい

提
てい

供
きょう

）

こ
ん　

し
ゅ
う　

ま
つ　
　
　
　
　

も
よ
お

佐さ

さ々

木き

陽よ
う

明め
い

さ
ん

　
「
東と

う

京き
ょ
う

２
０
２
０
ま
で
あ

と
１
年ね

ん

」
会か

い

場じ
ょ
うに
は
ブ
ラ
ジ

ル
野や

球き
ゅ
う

連れ
ん

盟め
い

の
大お

お

塚つ
か

ジ
ョ
ル

ジ
会か

い

長ち
ょ
う

や
伯は

っ

国こ
く

ス
ポ
ー
ツ
・

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連れ

ん

盟め
い

の
西に

し

村む
ら

ラ
フ
ァ
エ
ル
会か

い

長ち
ょ
うの
姿す

が
た

も
。
大お

お

塚つ
か

会か
い

長ち
ょ
うに
「
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表
ひ
ょ
う

は
東と

う

京き
ょ
う

に
行い

け
そ
う
で
す

か
？
」
と
尋た

ず

ね
る
と
、「
ア
メ

リ
カ
大た

い

陸り
く

で
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

枠わ
く

が
２
つ

　
　
　
　
　

◎

　

玉た
ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く

扇せ
ん

会か
い

城し
ろ

間ま

和か
ず

枝え

琉り
ゅ
う

舞ぶ

道ど
う

場じ
ょ
う

創そ
う

立り
つ

２
５

周し
ゅ
う

年ね
ん

並な
ら

び
に
第だ

い

４
回か

い

発は
っ

表
ぴ
ょ
う

会か
い

（
玉た

ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く

扇せ
ん

会か
い

ブ
ラ

ジ
ル
支し

部ぶ

創そ
う

立り
つ

３
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、

玉た
ま

城ぐ
す
く

流り
ゅ
う

玉ぎ
ょ
く

扇せ
ん

会か
い

城し
ろ

間ま

和か
ず

枝え

琉り
ゅ
う

舞ぶ

道ど
う

場じ
ょ
う

主し
ゅ

催さ
い

）、
午ご

後ご

２

時じ

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

大だ
い

サ

ロ
ン
（R

ua D
r. Tom

az 
de Lim

a, 72
, Liber-

dade

）

全ぜ
ん

伯ぱ
く

相す

撲も
う

大た
い

会か
い

20
、
21
日に
ち

見み
ど
こ
ろ
は
強
き
ょ
う
豪ご
うペ
レ
イ
ラ
復ふ
っ

活か
つ

夫お

同ど
う

盟め
い

渉し
ょ
う

外が
い

部ぶ

長ち
ょ
うは
「
こ
こ

５
年ね

ん

程ほ
ど

活か
つ

動ど
う

を
休

き
ゅ
う

止し

し
て
い

た
、か
つ
て
の
強

き
ょ
う

豪ご
う

ペ
レ
イ
ラ・

バ
レ
ッ
ト
の
相す

撲も
う

チ
ー
ム
が

再さ
い

始し

動ど
う

し
て
、
今こ

ん

大た
い

会か
い

に
出で

て
く
る
。
面お

も

白し
ろ

く
な
り
そ
う
」

と
見み

ど
こ
ろ
を
語か

た

っ
た
。

年ね
ん

に
、
南な

ん

米べ
い

浄じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

寺じ

を
開か

い

教き
ょ
うし
た
長は

谷せ

川が
わ

良り
ょ
う

信し
ん

師し

と
共と

も

に
青せ

い

年ね
ん

開か
い

教き
ょ
う

使し

と
し

て
随ず

い

行こ
う

、
２
１
歳さ

い

で
渡と

伯は
く

し

た
。
７
３
年ね

ん

に
は
伯は

っ

国こ
く

の
資し

金き
ん

の
み
で
現げ

ん

在ざ
い

の
本ほ

ん

堂ど
う

を
建こ

ん

立り
ゅ
うし
た
。

伯は
っ

国こ
く

最さ
い

初し
ょ

の
知ち

的て
き

障し
ょ
う

害が
い

児じ

の
治ち

療り
ょ
う・指し

導ど
う

教き
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

「
こ

ど
も
の
そ
の
」（
５
９
年ね

ん

開か
い

設せ
つ

）
の
初し

ょ

代だ
い

、
４
代だ

い

目め

園え
ん

長
ち
ょ
う

と
し
て
約や

く

４
年ね

ん

間か
ん

、
理り

事じ

と

し
て
１
５
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

務つ
と

め
た
。

７
５
年ね

ん

に
は
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

マ
リ

ン
ガ
市し

に
パ
ラ
ナ
老ろ

う

人じ
ん

福ふ
く

祉し

和わ

順じ
ゅ
ん

会か
い

を
創そ

う

立り
つ

、
長な

が

年ね
ん

理り

事じ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
。
こ
こ
数す

う

年ね
ん

は
、

病び
ょ
う

気き

療り
ょ
う

養よ
う

の
た
め
に
寝ね

た
き

り
と
な
っ
て
い
た
。

通つ

夜や

式し
き

は
１
８
日に

ち

午ご

後ご

８

時じ

に
南な

ん

米べ
い

浄じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
う

別べ
つ

院い
ん

日に
っ

伯ぱ
く

寺じ

で
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
た
。
葬そ

う

儀ぎ

式し
き

及お
よ

び
初し

ょ

七な
の

日か

法ほ
う

要よ
う

は

１
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら

同ど
う

寺で
ら

で
執と

り
行お

こ
な

わ
れ
、
午ご

後ご

１
２
時じ

に
ヴ
ィ
ラ
・
ア
ル
ピ
ー

ナ
火か

葬そ
う

場ば

へ
運は

こ

ば
れ
る
。

中
なか

平
ひら

さん（左
ひだり

から２番
ばん

目
め

）ら

黒く
ろ

に
な
る
な
ど
、
全ぜ

ん

面め
ん

復ふ
っ

旧
き
ゅ
う

す
る
に
は
１
カ
月げ

つ

近ち
か

く
か

か
る
の
で
は
と
の
話は

な
し

も
あ

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
復ふ

っ

旧き
ゅ
う

し
た
の
で
、
家や

賃ち
ん

の
支し

払は
ら

い
や
受う

け
取と

り
業

ぎ
ょ
う

務む

な

ど
は
通つ

う

常じ
ょ
う

通ど
お

り
で
き
る
そ

う
。
物ぶ

っ

件け
ん

に
関か

ん

す
る
相そ

う

談だ
ん

や

問と

い
合あ

わ
せ
に
も
応お

う

じ
て

お
り
、
同ど

う

事じ

務む

所し
ょ

（
１
１
・ 

３
２
７
４
・
６
７
７
５
）、
も

し
く
は
携け

い

帯た
い

（
１
１
・９
４
０ 

２
２
・２
４
１
９
、W

h
ats 

A
pp

も
）
ま
で
。

　
　
　
　
　

◎

　

ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
Ｕ

２
０
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
日に

本ほ
ん

対た
い

ポ
ル
ト
ガ
ル
優ゆ

う

勝し
ょ
う

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

（
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
）、

午ご

後ご

７
時じ

、
マ
ル
チ
ン
ス
・

ペ
レ
イ
ラ
競

き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
う（R

u
a 

A
n
a G
o
n
ça
lves d

a 
C
u
n
h
a, 3
4
0
, Jardim

 
P
au
lista, São Jo

sé 
dos C

am
pos

）

な
い
自じ

分ぶ
ん

が
出で

し
ゃ
ば
っ
て
良い

い
の
か
」
と
、
一い

っ

ヵ
月げ

つ

間か
ん

悩な
や

ん

だ
が
、「
自じ

分ぶ
ん

が
好す

か
れ
る
た

め
に
活か

つ

動ど
う

す
る
の
で
は
な
く
、

先せ
ん

人じ
ん

の
行お

こ
な
い
へ
の
尊そ

ん

敬け
い

を
守ま

も

り

継つ

ぐ
た
め
だ
」
と
活か

つ

動ど
う

に
踏ふ

み
き
っ
た
。

　

過か

去こ

４
回か

い

の
「
さ
ぁ
〜
始は

じ

め
よ
う
」
で
は
、
計け

い

２
０
万ま

ん

レ
ア
ル
以い

上じ
ょ
うの
寄き

付ふ

金き
ん

を
集あ

つ

め
た
。

　

中な
か

平ひ
ら

さ
ん
は
左

ひ
だ
り

肩か
た

に
障し

ょ
う

が

い
を
抱か

か

え
、
過か

去こ

に
は
手し

ゅ

術
じ
ゅ
つ

も
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
。「
ま
た

ブ
ラ
ジ
ル
に
来き

て
コ
ロ
ニ
ア
の

皆み
な

と
会あ

い
た
い
、
歌う

た

を
届と

ど

け

た
い
」
と
い
う
一い

っ

心し
ん

で
乗の

り
越こ

え
た
と
い
う
。

　
「
今こ

年と
し

も
ど
こ
か
で
お
会あ

い

し
ま
し
ょ
う
！
」
と
中な

か

平ひ
ら

さ

ん
は
笑え

顔が
お

で
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
呼よ

び
か

け
た
。

と
し
て
ス
ザ
ノ
市し

で
相す

撲も
う

指し

導ど
う

を
行お

こ
な

う
飯い

い

田だ

浩ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
は
、

「
ス
ザ
ノ
市し

か
ら
幼よ

う

少し
ょ
う

年ね
ん

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
約や

く

１
５
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

す
る
。
年ね

ん

々ね
ん

レ
ベ
ル
も
高た

か

ま
っ
て
き
て
い
る
か
ら
ぜ
ひ
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
て
ほ
し
い
」、
大お

お

瀧た
き

多た

喜き

門も
ん

に
分わ

か
れ
、
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

と
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

門も
ん

は
重

じ
ゅ
う

量り
ょ
う

別べ
つ

に
軽け

い

量り
ょ
う、

中ち
ゅ
う

量り
ょ
う、
重

じ
ゅ
う

量り
ょ
う、
無む

差さ

別べ
つ

の
４

階か
い

級き
ゅ
うに
分わ

か
れ
て
対た

い

戦せ
ん

。

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
、
独ど

く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大た
い

会か
い

の
ブ
ラ
ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う

選せ
ん

考こ
う

会か
い

も
兼か

ね
て
お
り
、
北き

た

は
ア

マ
ゾ
ン
、
南み

な
み

は
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
う

か

ら
約や

く

３
０
０
人に

ん

の
力り

き

士し

が
集

し
ゅ
う

結け
つ

す
る
。

　

男だ
ん

女じ
ょ

そ
れ
ぞ
れ
幼よ

う

年ね
ん

、
少

し
ょ
う

年ね
ん

、
準

じ
ゅ
ん

青せ
い

年ね
ん

、
青せ

い

年ね
ん

の
４
部ぶ

時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

ボ
ン・
レ
チ
ー

ロ
区く

の
常

じ
ょ
う

設せ
つ

土ど

俵ひ
ょ
う

場ば

（A
v. 

P
resid

en
te C
astelo 

B
ran
co
, 5
4
4
6

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。
男だ

ん

子し

は
５
８
回か

い

、

女じ
ょ

子し

は
２
２
回か

い

大た
い

会か
い

。

今こ
ん

大た
い

会か
い

は
来ら

い

年ね
ん

度ど

の
世せ

界か
い

３
年ね

ん

が
経た

っ
た
。
あ
っ
と
い

う
間ま

じ
ゃ
な
い
か
。
と
い
う

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
ワ
ン
デ
ル
レ
イ
会か

い

長ち
ょ
うは
「
リ
オ
五ご

輪り
ん

か
ら
も
う

　

ブ
ラ
ジ
ル
相す

撲も
う

連れ
ん

盟め
い

（
土つ

ち

屋や

守も
り

雄お

オ
ス
カ
ル
会か

い

長ち
ょ
う）
は

「
全ぜ

ん

伯ぱ
く

相す

撲も
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

」

を
２
０
、２
１
両

り
ょ
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

９

　

南な
ん

米べ
い

浄じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

寺じ

の

前ぜ
ん

開か
い

教き
ょ
う

総そ
う

監か
ん

で
あ
る
佐さ

さ々

木き

陽よ
う

明め
い

さ
ん
が
、
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

０
時じ

４
０
分ぷ

ん

に
南な

ん

米べ
い

浄じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
う

別べ
つ

院い
ん

日に
っ

伯ぱ
く

寺じ

で
亡な

く
な
っ

た
。
死し

因い
ん

は
老ろ

う

衰す
い

。
享

き
ょ
う

年ね
ん

８
３
。

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

。
１
９
５
７
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２
０
０
６
年ね

ん

に
和わ

牛ぎ
ゅ
う

肉に
く

の

生せ
い

産さ
ん

・
販は

ん

売ば
い

を
開か

い

始し

し
て
以い

来ら
い

、
ケ
ン
ス
タ
ー
ル
社し

ゃ

（
中な

か

矢や

レ
ナ
ト
健け

ん

二じ

社し
ゃ

長ち
ょ
う）
は
良

り
ょ
う

質し
つ

の
肉に

く

を
提て

い

供き
ょ
う

す
る
た
め
、

餌え
さ

や
生せ

い

育い
く

環か
ん

境き
ょ
う

を
工く

夫ふ
う

し
、

「ケンスタール」
(KenStar)

一い
っ

頭と
う

一い
ち

頭と
う

に
細さ

い

心し
ん

の
注

ち
ゅ
う

意い

を

注そ
そ

い
で
牛う

し

を
飼し

育い
く

し
て
い
る

と
い
う
。

ほぼ日
にっ

本
ぽん

産
さん

、食
しょく

通
つう

うならせる霜
しも

降
ふ

り牛
ぎゅう

Culinária Italiana

Culinária Brasileira

　
「
日に

ち

常じ
ょ
う
の
世せ

話わ

だ
け
で
な

く
、
獣

じ
ゅ
う

医い

の
チ
ー
ム
に
よ
る

医い

療り
ょ
うお
よ
び
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

な
ど

を
必ひ

つ

要よ
う

に
応お

う

じ
て
行

お
こ
な

っ
て
い

る
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うす
る
。

　

同ど
う

社し
ゃ

は
遺い

伝で
ん

学が
く

の
研け

ん

究き
ゅ
うを

深ふ
か

め
、
良

り
ょ
う

質し
つ

な
純

じ
ゅ
ん

血け
つ

種し
ゅ

の
種し

ゅ

Culinária Mineira

Culinária Koreana

Culinária Peixe

雄ゆ
う

牛ぎ
ゅ
うや
小こ

牛う
し

を
生せ

い

育い
く

す
る

こ
と
で
、
最さ

い

上じ
ょ
う

級き
ゅ
うの
霜し

も

降ふ

り
和わ

牛ぎ
ゅ
う
を
当と

う

地ち

で
生せ

い

産さ
ん

す

る
こ
と
に
成せ

い

功こ
う

し
た
。

　

牛う
し

の
仕し

上あ

げ
期き

に
肉に

く

質し
つ

を
改か

い

善ぜ
ん

し
、
脂し

肪ぼ
う

交こ
う

雑ざ
つ

や

き
め
・
し
ま
り
の
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

を

メシダ・ミネイラ

手
て
間
ま
暇
ひま
かけて生

せい
産
さん
された最

さい
上
じょう
級
きゅう
の霜
しも
降
ふ
り和

わ
牛
ぎゅう
肉
にく
（提
てい
供
きょう
写
しゃ
真
しん
）

Culinária Mineira

Culinária Japonesa

中
なか

矢
や

社
しゃ

長
ちょう

（中
ちゅう

央
おう

）

図は
か

る
こ
と
で
、
質し

つ

の
良よ

い
霜し

も

降ふ

り
肉に

く

を
作つ

く

り
出だ

し
て
い
る
。

　

同ど
う

社し
ゃ

はF
rig
o
rifico 

C
o
w
p
ig

社し
ゃ

と
提て

い

携け
い

し
、

他ほ
か

と
は
一い

っ

線せ
ん

を
画か

く

し
た
、「
限か

ぎ

り
な
く
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

に
近ち

か

い
和わ

牛
ぎ
ゅ
う

肉に
く

」
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
市し

場じ
ょ
うで

販は
ん

売ば
い

し
て
い
る
。

　

個こ

人じ
ん

の
注

ち
ゅ
う

文も
ん

も
受う

け

付つ

け
て
い
る

が
、
ブ
ロ
ッ
ク
（
塊

か
た
ま
り

肉に
く

）
で
の
販は

ん

売ば
い

と
な
る
た
め
要よ

う

相そ
う

談だ
ん

。
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

パ
ー
テ
ィ
ー
や
大お

お

勢ぜ
い

で
集あ

つ

ま
る
シ
ュ

ラ
ス
コ
の
際さ

い

に
い
か
が
？　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
フ
レ
ッ
ジ
さ
ん
（
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
９
７
２
５
７
・
７
６
７
６
、

ま
で
。

w
w

w
.kenstar.com

.br
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esponibilizam
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C

onsulte-nos

牧
ぼく

場
じょう

では一
いっ

頭
とう

一
いっ

頭
とう

大
たい

切
せつ

に飼
し

育
いく

さ
れている（提

てい
供
きょう
写
しゃ
真
しん
）

最さ
い

高こ
う

級き
ゅ
うの
霜し

も

降ふ
り

り
牛

ぎ
ゅ
う

肉に
く

（
提て

い

供き
ょ
う

写し
ゃ

真し
ん

）
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